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１．プログラム 

 

平成 27 年度 日本/ユネスコパートナーシップ事業 ＥＳＤ・ユネスコスクール研修会 岡山 2015 

主催：文部科学省、岡山大学 

共催：岡山市教育委員会 

後援：岡山県教育委員会、ユネスコスクール支援大学間ネットワーク 

 

テーマ：「ESD の授業実践に向けて」 

日 時： 2015 年 11 月 1 日（日）13：00～15：30 

場 所： 岡山大学教育学部 

 

プログラム： 

13：00～13：10 開会式   

【学校種別分科会】 

①小・中学校分科会 

13：10～13：45 岡崎市立男川小学校       稲垣 裕子 教諭 

「ESD の視点に立つ教科学習の展開」 

  ～宇宙空間の概念を広げ，自然観を豊かにする理科学習を通して～ 

13：45～14：20 大田区立大森第六中学校       柴崎 裕子 教諭 

「ESD の推進および授業改善」 ～未来につなぐ地域連携教育～ 

 

14：20～ ディスカッション・ワークショップ 

「ESD の日常授業における実践に向けて」 

②高等学校分科会 

13：10～13：45 福島県立ふたば未来学園高等学校 對馬 俊晴 教諭 

『復興教育からの ESD～新教育プログラムへの挑戦』 

 

13：45～ ディスカッション・ワークショップ 

「ESD の日常授業における実践に向けて」 

15：30 分科会ごとに閉会  
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２．開会式 

○司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

 ただ今より、平成２７年度文部科学省日本／ユネスコパートナーシップ事業、ＥＳＤ・

ユネスコスクール研修会岡山２０１５を始めたいと思います。 

 最初に、この会に先立ちまして、岡山大学の大学院教育学研究科、髙塚研究科長に来て

いただいておりますので、ご挨拶をいただきたいと思います。 

〇高塚成信 岡山大学大学院教育学研究科 

 皆さんこんにちは。ただいまご紹

介にあずかりました岡山大学大学院

教育学研究科長の髙塚と申します。 

 本日は、大変お忙しい中、ＥＳＤ

ユネスコスクール研修会岡山２０１

５にご参加いただきまして、誠にあ

りがとうございます。本研修会は、

先ほどご紹介もありましたように、文部科学省の日本／ユネスコパートナーシップ事業の

一環としまして、私ども教育学部のＥＳＤ協働推進室が岡山市教育委員会様との共催で、

岡山県教育委員会様及びユネスコスクール大学間ネットワーク様のご後援のもと開催させ

ていただくものでありまして、平成２３年度から実施させていただいており、５回目とな

ります。 

 本年度のテーマは「ＥＳＤの授業実戦に向けて」というものでありまして、ＥＳＤの授

業実践に精力的に取り組んでこられました福島の高校、東京の中学、愛知の小学校、いず

れもＥＳＤ大賞受賞をなさっており、すばらしい実践をされている先進校から３名の先生

をお迎えいたしまして、実践のご報告と、後ほどディスカッション及びワークショップを

していただくことになっております。３つの学校よりいらっしゃいました對島先生、柴崎

先生、稲垣先生には、大変遠いところをお越しいただきまして、大変ありがたく思ってお

ります。 

 さて、ＥＳＤの１０年を経まして、これまでのＥＳＤの概念や基本的項目に関する研修

から発展させ、今回は日常の教科の授業におけるＥＳＤの実践等をテーマにしていること

が大きな特徴でございます。昨年１１月に岡山市で開催されましたＥＳＤ世界会議を経て

結成されました岡山県ユネスコスクール高校ネットワークの研修会とタイアップしまし
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て、ＥＳＤ世界大会の経験を踏まえ、ＥＳＤを継続させ、発展させていこうという強い思

いでいるところでございます。 

 本研修会が、ＥＳＤを推進しておられますユネスコスクール学校間の交流、ネットワー

クの形成と活用を促し、すばらしいＥＳＤの実践が共有され、それぞれの学校におかれま

すＥＳＤの実践がますます推進されることをお祈りいたしまして、私の挨拶とさせていた

だきます。本日は何とぞよろしくお願いいたします。 

 

○司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

 髙塚先生、ありがとうございました。 

 それでは続きまして、この会の趣旨及び流れにつきまして、本研究科の川田先生よりお

願いいたします。 

 

○川田力（岡山大学大学院教育学研究科） 

 本日は、先ほど髙塚研究科長からもご紹介いただきましたように「ＥＳＤの授業実践に

向けて」というテーマで、半日の研修会を企画させていただきました。学校教育における

ＥＳＤ実践では、総合的な学習の時間を中核としましたＥＳＤの実践が国内ではかなり普

及しているように思います。そうした総合的な学習の時間でのＥＳＤの実践をより豊かな

ものにしていくためには、総合的な学習の時間のみならず、全ての教科、ホールスクール

でＥＳＤを実践していくというようなことが望ましいのではないかというふうに考えてお

ります。本日の授業では、そうしたことに長い間取り組んで、既に実績を上げておられま

す小学校、中学校、高等学校の先生方の実践報告をもとにしまして、少人数でしっかりと

議論するような会にしてまいりたいなと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、講師の先生方をご紹介させていただきます。 

 まず、岡崎市立男川小学校の稲垣裕子先生でございます。岡崎市立男川小学校は、ＥＳ

Ｄに非常に積極的に取り組んでおられまして、平成２６年度ＥＳＤ大賞の小学校賞を受賞

されております。また、今年度教育課程研究指定校事業でＥＳＤを実践されておりまし

て、つい最近ＥＳＤの視点に立つ教科学習の展開ということで、全国から多数の先生方を

お集めになられた研究発表会を終えられたばかりのお忙しいところをおいでいただきまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 
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 次に、大田区立大森第六中学校の柴崎裕子先生でございます。大田区立大森第六中学校

も非常にＥＳＤに積極的に取り組んでおられまして、平成２４年のＥＳＤ大賞のユネスコ

スクール最優秀賞を受賞された学校となっております。また、先ほどの男川小学校とも同

様、教育課程研究指定校事業の研究指定校として、今年度から来年度にかけてＥＳＤの研

究を推進されています。柴崎先生は、当初からその中心的な立場で大森第六中学校のＥＳ

Ｄの展開をリードされてきた先生でございます。先生のお話が聞けることを本当に楽しみ

にしております。今日はよろしくお願いいたします。 

 

福島県立ふたば未来学園高等学校から對島俊晴先生にお越しいただきました。ふたば

未来学園高等学校は、先生方もご存じのとおり、福島県の広野町という原発事故で大変な

被害を受けた地域に今年度から新設された学校ということでありまして、全国的にも注目

されている学校で、スーパーグローバルハイスクールの指定等さまざまな研究指定を受け

て、多様な教育活動を、生徒、それから先生方が一体となって取り組まれている学校にな

ります。 

 對島先生は前任校が、福島県立安達高等学校という高等学校でございまして、對島先生

はそちらの高等学校でもＥＳＤを中心的に推進されてこられた先生で、安達高等学校は平

成２５年にＥＳＤ大賞の大賞を受賞された学校になっております。そうした２つの学校の

実践を、對島先生から聞きできることを楽しみにしております。よろしくお願いいたしま

す。 

 

本日の進行でございますけれども、この後すぐに小学校、中学校の分科会と高等学校

の分科会の２会場に分かれまして実践報告をいただき、その後少し休憩をいただいた後に

ディスカッションの時間を設けさせていただいております。それぞれの会場で解散となり

ますけれども、それぞれの会場の様子は、報告書に詳しく掲載させていただく予定ですの

で、そちらで他会場の様子をご覧いただければと思います。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 

〇司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

ありがとうございました。 
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 それでは、以上をもちまして全体会を終了させていただきます。 

      

〔移動〕 

 

○司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

それでは皆さん、これから小・中学校の分科会を始めたいと思います。よろしくお願

いします。 

 まず、大体の流れについて共有をしておきたいと思います。 

 これから小学校は稲垣先生、中学校は柴崎先生に３０分程度でそれぞれの取り組みにつ

いてご発表をしていただきます。これからお二人の発表を聞きながら、ご参加された方に

はＥＳＤを日常的な授業実践の中で実践していく上で大切なことを、１つから３つほどお

考えいただこうと思います。聞いていただきながら、「ああ、これがうちの学校では大切

なポイントだな。」とか、「ここがなかなか乗り越えられないポイントだな」というのを

メモして頂きたいと思います。メモしたものを、後ほどマジックをお配りしますので、今

お配りしたＡ４サイズの紙に大きく書いて、それをグループで共有したいと思います。デ

ィスカッションで何がポイントになるかというのを少し意識してメモをとっていただきな

がらお二人の発表を聞いていただけるとありがたいです。どうぞご協力をよろしくお願い

します。 

 それでは、早速、ご報告をいただきたいと思います。 

 まず、男川小学校の稲垣先生からよろしくお願いいたします。 

 

１．岡崎市立男川小学校       稲垣 裕子 教諭 

「ＥＳＤの視点に立つ教科学習の展開」 

  ～宇宙空間の概念を広げ，自然観を豊かにする理科学習を通して～ 

 愛知県にあります岡崎市立男川小学校から参りました稲垣と申します。本校の研究テー

マは「ＥＳＤの視点に立つ教科学習の展開」です。よろしくお願いいたします。 

 本校は、これをテーマに平成２５年度より研究を続け、本年度で３年目になります。子

供たちが将来生きる社会には、環境や国際関係、多文化共生などさまざまな問題が山積し

ています。こうした未来を見据えたとき、子供たちに自ら課題を見つけ、他の人や身の回

りの事象と関わり合い、積極的に課題を解決していく資質や能力を育む必要があると感じ
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ました。そのためには、教科学習を通して子供自身が課題にかかわる知識や情報を持ち、

それらを活用した思考力、判断力、表現力を身につけることが大切です。そこから課題へ

の見方や考え方を多角的、多面的に広げていけるよう教科領域を関連させて、系統的、発

展的に扱う大単元を設定することを計画しました。 

 子供たちが学んだ内容と周り

の人々や社会、自然環境など今

日的な課題とのつながりを意識

し、自分事として切実感を持

ち、ともに生きる未来のために

身につけた資質、能力を生かし

て行動できる姿を願いました。 

 そこで、目指す子供像を次の

ように設定しました。地域や周りの「ひと・もの・こと」との「つながり」に気づき、周

りの人々と協力し、ともに生きる未来のために考え、行動できる子です。このような子供

の姿に迫るため、仮説１として、ＥＳＤの視点に立ち、教科領域を関連させて大単元を設

定することによって、教科の学びと今日的な課題のつながりに気づき、ともに生きる未来

をつくろうとする姿につながるであろうと考えました。そして、資料２ページにあります

ように、手だてを４つ講じました。 

 仮説２としてはひとり学習――個別学習のことです――ひとり学習を基盤にして、かか

わり合いや振り返りを重視した授業展開の工夫をすれば、子供たちの思考力、判断力、表

現力が高まり、課題解決に迫る資質能力が身につくであろうと考えました。 

 また、ＥＳＤの視点に立った学習指導で本校が重視する８つの能力、態度をこのように

示しています。文部科学省の例をもとに、本校の児童の実態に合わせ、黄色の部分の文言

を追加したり、わかりやすく表現し直したりしました。 

 本校では、各担任がそれぞれ今年度重点的に進めたい教科を決め、そこからつながるＥ

ＳＤの視点を見据え、学級の実態を踏まえながら大単元を設定します。そのために、まず

教科や教材とのつながりを明確にするこの「ＥＳＤカレンダー」を作成しました。各教科

領域と総合的な学習の時間または生活科を関連させ、ＥＳＤの視点に立った１年間の学習

計画を立てたものです。縦軸に教科領域、横軸に月を表示しています。 

 そして、各学級で設定したＥＳＤの課題に迫る学習を教科学習から展開するため、重点
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的に扱う単元や題材をこのように太枠で囲みました。これが教科を関連させた大単元で、

本校ではＥＳＤ重点単元と呼んでいます。 

 この学習活動を具体的に表記したものが、こちらの重点単元指導計画です。目標を持っ

た子供たちが学びを展開していくプロセスを計画しました。この中に地域の人材や専門家

から知識や技術を得る授業というのを取り入れました。子供たちの知的好奇心を揺さぶ

り、追求の糸口や新たな視点を持たせようと考えました。 

 また、互いの学びを共有する男川ユネスコフェスティバルという会を年度末に開催しま

す。１年間の各学級のＥＳＤの学習を発表し合います。他学級の学から、それまで意識し

ていなかった身の回りの問題に気づき、教科の学習が自分たちの生活につながって役立つ

場面を実感できるようにと考えました。 

 本校では、毎朝「元気調べ」という時間を設け、自分の今日の健康状態とともに自由な

テーマで話し、その内容について質問や感想を述べ合っています。資料６ページのよう

に、相手を意識し納得させるように語る言葉の使い方、それから受け答え方というものを

ここで習得し、かかわり合いの技術へとつなげてきました。 

 思考を判断、表現する力を培うためには、教科学習から得た知識を基盤にして、課題に

対する見方や考え方を持たせるひとり学習が学びの柱となります。学習のさまざまな場面

で子供たちは迷い、つまずきます。追求の視点を与える個別支援や、得た情報を活用させ

る個別支援を工夫しました。互いの考えを比較検討し、類似点や相違点など友達の意見と

関連づけ、思考判断するかかわり合いの場面は、課題解決へと追求を深める大切なプロセ

スです。 

 そして、建設的なかかわり合いをもとに子供たちは学びを振り返りました。友達の考え

から新しい見方を取り入れ、自分の考えを修正したり、深めたりする記述が見られるよう

になりました。このようにひとり学習、かかわり合い、振り返りが、１時間の授業の中で

も課題に向かい、追求していく小単元や大単元の過程においても、スパイラルに進められ

ていきます。そして、ＥＳＤの視点に立った学びの展開により、教科の学びが自分の生活

や環境とつながり、子供の見方や考え方を広げていきます。 

 本校ではＥＳＤは、各担任が本当に自分の得意な授業で、自分が取り組みたい授業で行

っております。私は、理科を通して子供たちをＥＳＤの世界へつなぎたいと思いまして、

理科学習から展開するＥＳＤ学習について今から実践を報告させていただきたいと思いま

す。テーマは「宇宙空間の概念を広げ、自然観を豊かにする理科学習」で、４年生の「宇
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宙の不思議を探ろう」の実践から報告させていただきます。 

 目指す子供の姿をこのように設定しました。理科学習で身につける知識から科学的根拠

を持った思考表現の力を高め、自分が暮らす環境とのつながりを新たな見方や考え方で見

詰め、自然観を豊かにできる子供を目指したいと考えました。 

 実際に名前を知っている星ってあるって言いながら子供たちに聞きましたら、その知っ

ている星を実際の空で確認したことがあると答えたのは５名だけでした。星ってどんな形

をしていると思うと聞かれたら、驚いたことに半数近くが星マークです。この形をしてい

ると答えて、球体と答えられた子は、５～６人しかいませんでした。子供たちにとって星

というのは、機会があればめでる景色という感覚であるという実態が浮き上がってきまし

た。季節の変化も、楽しい潮干狩りも、近年話題になっている地球温暖化、これらも全て

地球の中でのみ起こっている現象という見方をしていました。でも、地球の外に出たこと

がないのですから、これは当然です。 

 そこで、まず美しい星空の世界へ子供たちを引き込もうと、また、これから始める月や

星の観察に視点をしっかり持って取り組めるようにと移動プラネタリウムの設置を依頼し

ました。学校に、業者の方でこういう移動プラネタリウムをプロデュースしている会社が

あります。体育館に大体これ１０メートル四方ぐらいのドームなんですが、これを設置し

ていただきました。内容も学芸員の方に全てお願いしまして、今夜の男川小学校の上空っ

ていうのを映し出していただきました。専門学芸員の方から「明るい星はこれだよ」、と

か、夏の大三角、北極星の見つけ方、興味を子供たちが持っている１２星座などを解説し

ていただきながら、自分が今夜見つけたい星を課題として見つけ、方位、それから高さの

はかり方、それをシミュレーションしながら学ぶことができました。ただやみくもに空を

見るのではなく、この方位にこれぐらいの高さでこの星を見つけるという見通しを持った

観察に挑戦をさせました。観察できた星を次々と報告に来る子供たちでしたが、中にはど

の星かはっきりわからなかったという子もいました。家庭での観察には直接支援をしてお

りません。反対に、「教科書には１等星が一番明るいって書いてあったけど、ベガやデネ

ブより明るい星があったんだけどあれは何？何等星なの？」っていう新たな課題を見つけ

てくる子供もいました。 

 そこで、互いに観察結果を共有する星空観察会を開くことにしました。星空観察は、結

構天気に阻まれるので３回ほど延長したんですが、８月５日にやっと行うことができまし

た。８月５日を選んだのは、この日が上弦の月だからでした。それから、火星と土星がこ
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の月に接近し、夏の大三角形は見ごろです。それから、ちょうどこの日、国際ステーショ

ンが上空を通過する日だったからです。天文学会の専門家に星空講話をしていただきなが

ら、専門的な大きな天体望遠鏡を４つ設置していただきまして、双眼鏡と交代をしながら

実際の目で星空を観察しました。この日は土星の輪、それから衛星のタイタンまで、本当

に米粒ぐらいだったんですが、天体望遠鏡を通して子供たちは自分の目で確認することが

できました。強い光で北の空を通過していった国際宇宙ステーションに、一緒に来ていた

だいた保護者の方々と大歓声で、シミュレーションしたもの、自分が観察したもの、それ

を実際の空で照合してみる、またそこでその自分の観察結果を友達同士で共有し合った

り、これ自分じゃないっていうような検討をし合ったり、そんな機会もとることができま

した。 

 月の観察の単元では、正しく結果を記録する技能を高めようと思いまして、透明シート

というのを作成しました。ハンガーを曲げまして、ビニールシートが張ってあります。こ

れを自分専用パイプ椅子というのを置きまして、観察位置を固定します。目印となる建物

や木をマジックで書くと、２回目、３回目に時刻を追って重ねたときに目印をずらさない

ように、透明のためにずらさないで合わせて記録するようにという、こういう記録用紙で

観察をしてみました。 

 これでもなかなか、ずれたり違った結果をして「おかしい、おかしい」と言う子が出ま

して、“大型シート”というのを用意しました。よく運動会で使う旗に農業用ビニールシ

ートを張りました。ここの中央にパイプ椅子を置きまして、塩ビのパイプをてこのように

座椅子の中央に固定して、高さや方角を変えれるようにしまして、観察記録者のほうが、

今ここに見える、目の視点も統一はしたんですが、そこにマジックで記録をして、それを

重ねていったら、ちょっとこれ実は軌跡がおかしいんですけど、子供たちは「そっちじゃ

ない。」、「あっちじゃない。」とか、「僕が見るとこうだ。」って言いながら、ちょっ

と全員で共同作業でやるっていうことをやってみたんですが、こんな感じで上がると、だ

んだん月は南へ向かって高く上がっていくんだ、東から南へ方位はずれていくんだってい

う感覚がつかめて、この後の観察結果で、全くばらばらの月を書いていたり目印をずれて

書いていた子が正しく書けるように少しずつなっていきました。 

 観察した記録をもとに、月の動き方について話し合う授業をしました。記録に関しまし

ては、月は７月から１０月末まで、もう上弦が来るたび、満月が来るたび、途中とか、も

う随時記録用紙は毎日渡していましたので、特に下弦の月っていうのを昼間学校で観察が
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できます。そういったことを繰り返しながら記録を重ねて、同じ日の月の観察同士で比べ

合ってみようか、あるいは日にちを変えて形が違うとき、いろんな視点から話し合いをし

ようと思ってこの時間を組みました。 

 まず、資料の１６ページから１７ページに、この時の考えを一部載せています。このよ

うに違う結果になった子がいるんです。左の子は正しく記録ができていません。「僕の観

察おかしいと思うんですけど、ちょっとみんな考えてください。」って言いましたら、右

の子が「僕はこういうふうになったんだけどね。」と言いながら、観察の位置と目印を固

定する必要があること、それから方位、高さを正確に記録するこぶしの高さの基準をきち

っとすること、そういったことを子供たちが気づくことができました。 

 昼間観察した半月…ちょっと三日月、ちょっと半月でしたかね？…この観察を「夕方家

に帰ってから続きを僕はやった」という子、その２人の観察をつなげてみました。つなげ

たことによって、「東から上って南の高いところを通ったら、その後は西に沈んでいくん

だね。」っていう動き方の規則性を判断する話し合いの結果につながりました。 

 また、半月の動きと満月の動きを比べた子がいまして、形が違っても同じ動き方をする

という新たな視点で、観察結果を根拠に規則性の裏づけをすることができました。見るこ

とができない時間帯の、「この後じゃあ多分満月は上っていった後、やっぱり西に向かう

と低くなって沈んでいくんだね。」という、自分が起きている時間では観察できない、そ

ういった時間帯の動きを推論する考えにもつながりました。 

 じゃあ実際続きはどうだったかっていったら、観察できた子とできなかった子といまし

たので、理科室の３階のベランダにカメラを設置しまして、インターバル撮影をしまし

た。 

 １０分置きに１秒間撮影したものをつなげた映像です。これは、男川小学校の校舎３階

のベランダから見た月が沈んでいく様子です。「あ、僕の家に沈んでいった。」って言う

子もいたんですが、これを見て、「あ、僕たちの推論、つまり予想は当たったね。」って

いうことが授業の最後に確認はできました。 

 それから、技術的に結構高まってきたものは、「３日間続けて３回同じ形を記録する

と、何かまた新しいことが見つかるかもしれないよ。」って投げかけたら、この子はちょ

うど満月前後の７月１１、１２、１３を３日続けて観察をしました。そうしましたら、

「同じ時刻に観察すると、前の日より１時間ずつ東にずれるよ、先生。」って言い出しま

して、それから『「満月はいっつも夜に見えるけど、三日月って絶対夜は見えない」って
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…そういったこともみんなに言いたいよ。』って、観察カードを示しながら発言する、そ

ういった姿もありました。 

 星がある宇宙って、ここで生まれた見方、考え方をその後カシオペア座やオリオン座の

観察にも生かすことができました。星がある宇宙っていう空間に次第に興味を深めていた

子供たちは、図鑑やインターネットでどんどん調べ出してきます。「空気がないらしい…

星はボールのような形らしい…太陽系とかという地球の家族があるみたいだよ…」と、調

べてきました。そうすると、やはり「宇宙って一体どうなってるの、本当はどうなの？」

っていう疑問が出てきます。 

 そこで、愛知教育大学の宇宙物理学の沢教授にお願いをしまして、３Ｄ映像を学校に持

ってきていただきました。Ｍｉｔａｋａという会社の「３Ｄ宇宙の旅」というソフトがあ

りまして、それを使って講義をしていただきました。子供たちは３Ｄ眼鏡をかけて、地球

を出発します。月、太陽、それから惑星に立ち寄って、解説を聞きながら銀河系を抜け

て、最後に現在解明されている宇宙の果てまで行ってきました。チョウチョ状に広がって

いるんですが、チョウチョの羽のような形で。でもそれは、それが全てではなく、そこま

でしかまだ観測がされていない、解明がされていない、まだまだ宇宙は広いというお話で

した。最後は、数え切れない星の映像に手を伸ばしながら、泳ぎながら地球へと帰ってく

る、そういった宇宙空間というものを疑似体験する授業を行いました。 

 地球に最も近い天体である月を知ることから、地球を知ることができます。ちょっとこ

こに映像はないんですが、愛知県には「生命の海科学館」というところがあり、授業連携

を依頼できます。専門学芸員の方に「４年生にとってわかりやすい月の満ち欠けの仕組み

って教材をつくりたいんですけど」と相談しましたら、小型カメラの映像を地球の視点に

して太陽を光、月を発泡スチロール球であらわしまして、モデルを作成していただきまし

た。そこの科学館に子供たちを連れていって、実際に満ち欠けの仕組みを実験することを

させていただきました。このときに月食の仕組みについてもふれたいなと思いましたの

で、少しお話もしていただきながら、学校でも月食の仕組みというものを授業で取り上げ

ました。この年、皆さんもご存じのとおり昨年ですが、皆既月食があったんです。 

 １０月８日、皆既月食観察会を開きました。このときはビデオカメラとプロジェクター

をつないで、校舎にスクリーンを設置してライブ投影を行いました。ビデオカメラを通す

と、本当に肉眼や双眼鏡よりもちょっとはっきりと地球の影、この丸みを映し出すことが

できまして、子供たちはこの月を見て、地球は丸いっていうことを肉眼で確かめられる、
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自分たちが今立っている大地が影として映っているんだということを本物で確かめること

ができました。 

 月をもっと知りたくなって、ＪＡＸＡにも授業連携を依頼しました。宇宙教育アドバイ

ザーの月の専門家に来ていただきまして、その実態と地球環境や生物とのつながりを教え

ていただきました。地球周回衛星かぐやが撮られた月の映像をそのまま持ってきていただ

きまして、実際の月の姿っていうものを子供たちは知りました。月というのは、地球にと

って特別な存在の星でした。月のほかにも地球に近く、明るく見える星があります。で

も、それは星座早見には載っていません。それは、地球の家族、太陽系の惑星たちです。

直径を調べても、７京の天文学な数字に全くぴんときません。 

 そこで、その大きさを比べようと地球が直径１０センチのソフトボールだったらという

縮尺で、このように水、金、地、火、木、土、天、海を並べました。すると、太陽がどう

なっちゃうのっていうと、ちょっとガス会社のタンクぐらいになってしまいまして、持っ

てこられなくなりました。運べない。じゃあ、その直径１０メートルの円をみんなで書こ

うかって書いたら、体育館半分ですが、こんな感じになりました。私は甘く見ていまし

て、教室で書いたら教室にはこの４分の１ぐらいしか床を広げられないので、１週間かけ

て子供たちと一緒に塗りました。でも、「太陽はでっかいなあ」って、そういう子供のつ

ぶやきを聞くことができました。 

 物づくり活動も取り入れました。オリオン座を構成する星っていうのは、実際の宇宙で

は全くばらばらの位置にあります。でも、子供たちは世界を２Ｄの世界っていうか、平面

でオリオン座の模様に、星もそのように並んでるっていうふうに捉えがちです。そこで、

これもＪＡＸＡの宇宙教育センターの活動教材集の中にオリオン座の３Ｄ星図というのが

あります。それを利用して発泡スチロール、竹ひご、それから本当に紙粘土っていう簡単

な材料なんですが、これで実際のオリオン座の位置というのをつくりました。今この子が

見詰めている方向、これが地球の方向なんです。実はばらばらに点在する星たちが、ある

一定の方向から見たとき、真ん中に３つ星の並ぶオリオンの形を見ることができます。

「これが地球から見たオリオン座。じゃあ他の星から見たら、オリオン座には見えな

い。」それを角度を変えながら子供たちは初めて知りました。 

 このような探求を経て、子供たちは自分が一番掘り下げて調べたいテーマを決めます。

そして、ポスターにまとめる活動をしました。ポスターセッションを開いた後、地球との

つながり討論会を行いました。２１ページの資料８に、ちょっと小さい字で申しわけない
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んですが、各調べたテーマのチームから、その星の特徴を言いながらも、だからこういう

点が地球とつながっているんだっていう地球のつながりについて意見が出ました。 

 それで、自由研究から見えてきた地球の姿っていうものをもう一度子供たちに見てもら

いたいなと考えて、問いかけました。「他の星よりすばらしいところは？」と聞いてみる

と、「水がたくさんある…水の惑星地球…これは他の星にはない特別な星。」「空気がほ

かにはない。」、それから「生き物がいる。」、やはりこの３つでした。 

 「じゃあ、残念なところは？」って聞いてみたら、「星が見えないほど電気を使い過

ぎ。」これは実は一番最初のプラネタリウムのところで後ろのほうには述べてあるんです

が、東京、大阪、名古屋の電気が、これ衛星写真ですが、明るいのがわかりますでしょう

か。実は、東京は世界で２番目に明るいんだそうです。つまりそれは、子供たちの中で、

「えっ、じゃあ日本は世界で２番目に星が見えないっていう国っていうこと？」っていう

つぶやきが出まして、そのとおりなんです。東京は世界で２番目に星が見えない都市なん

です。名古屋も、実は子供たちが住んでいる愛知県も近いものがあります。それから、人

工衛星とかの残骸、それからいろんなものがそのまま宇宙では回収されずにあるので、今

現在宇宙ごみはこのような状態で、宇宙ステーションは地上から４００キロメートルぐら

いのところですが、もし今からもう一度月に行こうとしたら、これらをかいくぐってぶつ

からないように行かなければたどり着けない、というのが現状なんだそうです。こういっ

た姿を残念な姿として、子供たちは言いました。「星が見えないほど電気を使い過ぎ。宇

宙ごみに覆われた星。」、そう子供たちは答えました。 

 じゃあ、「すばらしい地球がいつまでも続くにはどうしたらいいかな？」と投げかける

と、「水や空気がきれいだと青い地球でいられる。星がきれいに見える空でないと宇宙か

ら見た地球もきれいじゃない」、そういう考えを持ちました。そして、「星がきれいに見

える地球でいたい。どの星からもきれいに見える地球でいたい。」という願いが生まれ、

「豊かな水、澄んだ空気、緑ある大地が美しい空と宇宙を結ぶんだ。」という子供たちの

見方や考え方を生みました。このように理科、好きな星の学習を糸口に宇宙概念を広げた

子供たちは、そこからいま一度地球に視点を戻し、自分が暮らす環境に立ち返ることがで

きました。 

 それでは、研究を考察します。 

 まず、成果についてです。実際の夜空を自分の目で見ることと、それを結果として記録

する技能の習得により得た知識は、時間の経過と天体の動きを関係づけて思考するための
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基盤となりました。ひとり学習とそれを支援する教師の手だての大切さを改めて感じまし

た。また、専門的な知識、技術を導入すること、それからモデル作成や映像資料の活用

は、宇宙空間の概念を広げて、宇宙や天体という自然をより科学的な根拠を持って思考す

る場面につながったと感じています。子供たちの知的好奇心を刺激することの有効性も見

えました。それから、ポスターで図や言葉を用いて書く活動は、かかわり合いの場面ある

いは発表の場面で、自分の考えを話して伝える力に役立ちました。また、視覚的に友達の

考えにふれることもでき、有効であったと考えます。 

 次に、課題ですが、理科学習としての面とＥＳＤの視点に立った勉強、両面から述べさ

せていただきます。 

 理科学習としての課題は、予備実験、予備観察は幾ら行っても、やはり子供たちの視点

や技術に問題点が出てきます。できるだけ本物を、そして子供自身の諸感覚を使って追求

できるような教材研究はさらに進める必要があります。そして、理科でのどの学びが自分

の考えの根拠となったのか、子供自身が自覚し、その理解の有用性を実感できる授業構成

をさらに練っていくことです。 

 ＥＳＤの視点に立った課題としては、教師のＥＳＤの捉え方についての検討です。本研

究では、宇宙という自分とは無関係だった世界が地球とつながった大きな自然の一部であ

ることに広がったことで、自然界がこれまでより豊かになったこと等を捉えましたが、こ

れでいいのか考えたいと思います。地球環境の課題は多様で、多面である中、電気の光と

宇宙ごみに話題が集まったこともよかったのか。また、２３ページに挙げたのですが、気

象情報に目を向けた子供がいました。きれいな水、きれいな空気に目を向けた子供もいま

したが、拾い上げられずに１年の学びを終えてしまいました。振り返るべき点がまだまだ

あります。一緒にお考えいただければ幸いです。 

 それから最後に、午前中、高校生の実践発表を聞いていたんです。その中の矢掛高校と

いうところがとてもおもしろいプレゼンをしたんですが、ユネスコのＵＮＥＳＣＯって皆

さん何だかわかりますよねって聞かれて、恥ずかしいんですが、私はっきり答えられなか

ったんです。国連のＵＮ、教育のＥ、科学のＳ、文化のＣが入っているそうです。しっか

り私は認識していませんでした。今日９校の中で、地域文化の分野にふれていたところが

６校ありました。国際協力、支援、人権が延べ４校、そして私が今回研究したように自然

科学的な分野から環境を見つめたことを発表した学校が２校でした。少数派なのかなって

今回はちょっと思いましたが、環境問題も社会問題も切り離しては考えることはできませ
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ん。 

 それで、その中、高校生がこう言ったんです、「地域を活性化するには、地域を再興す

るには子供の力が必要なんです」って。大人でなく高校生がこう言ったことに、私は心が

震えまして、私はこういう高校生になる小学生を、今の目の前の子供たちを育てていきた

いと、本当にそう思いました。ですから、こういう高校生になれるような、将来そういっ

た考えを、小学校で培った考えが基盤となるような、残っていけるような素地をつくって

いくこと、それが小学校教育の中でＥＳＤ学習を展開していくのに大切なことなのかなと

考えながら、午前中、高校生の発表を聞きました。ご清聴ありがとうございました。よろ

しくお願いします。 

 

○司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

ありがとうございました。 

 それでは続きまして、中学校の実践のご報告をよろしくお願いいたします。 

 

２．大田区立大森第六中学校       柴崎 裕子 教諭 

「ESDの推進および授業改善」 ～未来につなぐ地域連携教育～ 

 

初めまして、東京都大田区

立大森第六中学校、柴崎裕子

と申します。 

 本校は、２０１１年１月１

１日に正式にユネスコスクー

ルに加盟いたしました。大田

区の山側、この辺にありま

す。田園調布といったら割と知られているかと思いますが、その近くにあります。隣接地

には風光明媚な洗足池、ここは日蓮上人が別邸跡地に、これが歌川広重が書いた浮世絵な

んですが、これが洗足池ですが、けさをかけた松が今でも残っています。また、勝海舟が

愛した風景があり、本校は勝海舟の別邸跡地に建てられました。もともと住宅地ですの

で、教育熱心な家庭が多いのですが、生徒の状況はいい学校、いい大学、いい就職という

だけで、何のために学習するのかわからないという生徒が多くいました。 



- 16 - 

 そこで、学習指導要領で推進しているユネスコスクールの理念に基づく持続可能な開発

ための教育、ＥＳＤを５年前に始めることにしました。これこそが生きる力につながり、

学びの本質があると確信しております。多くの活動を始めていくうちに、ユネスコスクー

ル最優秀賞、環境教育農林水産大臣賞、東京都教育委員会表彰などを受けることができま

した。 

 そのＥＳＤの成果として、自己肯定感が育まれます。地域の活動を主に始めると、あり

がとうと感謝され、自己有用感が、そして自己肯定感が育まれています。人を思いやる気

持ち、規範意識は大田区一番です。また、課題解決能力を育むための力が養われるのもＥ

ＳＤ、ＯＥＣＤがよくうたっております能力とも一致しております。 

 そこで、２６年、２７年度、大田区教育推進校として、また２７、２８年度国立教育政

策研究所の教育課程発表校として研究を進めているテーマ、これがＥＳＤの推進及び授業

改善です。 

 １０月１６日に発表した際、いまだＥＳＤが周知されていないために、ワークショップ

形式で発表を進めました。これはそのときのものなんですが、ＳＤの概念を理解していた

だき、持続可能な開発を進めるための教育であるということを強調しました。ＥＳＤの概

念形成、そしてＥＳＤで育まれる力と態度を５年間校内研修で取り入れ、全教科が３つの

分科会に分かれ、研究を進めてきました。他教科から見たアドバイスは有効でした。 

 まず、思考力分科会では、文部科学省教育課程企画特別部会の論点整理によれば、新し

い指導要領における育成すべき能力、資質は、「何を知っているか、何ができるか（個別

の知識・技能）」、「知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現

力）」、「どのように社会・世界とかかわり、よりよい人生を送るか（人間性や学びに向

かう力）」などとされています。 

 本分科会内におきましては、この中で思考力に焦点を当て、生徒の思考力をいかに育む

かをテーマに研究してまいりました。一口に思考力といっても、大変幅が広いものです。

そこで、私たちは国立教育政策研究所、学校における持続可能な発展のための教育に関す

る研究にある学習指導で重視する３つの力を思考力の中身と考え、研究を進めることにし

ました。 

 第１番目は、批判的に考える力です。この言葉は、クリティカルシンキングの訳語と考

えられます。クリティカルシンキングは、代替案の思考力と訳されることもあるように、

相手の考えを否定的に批判することではありません。多くの場合、課題の解決方法は１つ
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ではなく、それぞれの考えを認めながら、よりよい解決方法を見出していく力であると考

えています。 

 ２番目は、未来を予測して考え、計画を立てる力です。まず、よりよい未来像を共有化

し、それに向かってどのようなスキルやステップが必要かを共同して考え、実行していく

力と考えました。 

 ３番目は、多面的、総合的に考える力です。情報を共有化しながら、お互いの立場や考

えの共通点や相違点を理解し、共感したり、統合したりしながら、課題を解決していく力

です。 

 このような思考力を育む上で重要なことは、まずその授業でどの思考力を狙いとするの

かを焦点化することだと考えます。それとともに重要なことは、適する授業形態を研究す

ることです。アクティブラーニングの取り組みは、極めて有効なものと考えられます。課

題の発見と解決に向けて、主体的、共同的に学ぶ学習として、プロセス、インタラクショ

ン、リフレクションの３つの過程をより生徒の思考力を伸ばしていけるものと思っており

ます。 

 今後の課題として、まず本校のＥＳＤカレンダーでの位置づけ、どの思考力をどの単元

でどこまで育てるのかという教育課程全体での見通しを持つこと。 

 次に、アクティブラーニングの手法の開発、思考力の評価法の検討が上げられます。文

科相の学力・学習状況調査のＢ問題についての高い正答率を示していますが、それ以外の

評価法について検討、開発することは必要と考えています。 

 次に、コミュニケーション分科会です。文科省のコミュニケーション教育推進会議で

は、「グローバル化が一層進む２１世紀は多様な価値観、異なる文化や歴史に立脚する

人々とともに課題を解決していかなければならない多文化共生の時代である」と言ってい

ます。 

 このような社会の中で、持続可能な社会のためにも解決していかなければならない問題

や課題に対する答えは一つではなく、また正しい答えがないことが問題解決をより困難に

しています。多くの考え方の中から互いの立場を尊重した上で最善の道を探していくこと

が必要になりますが、そのためにはコミュニケーションは欠かせません。多文化共生時代

の問題解決のためには、人間関係を深め、対話により自分の意見を見直し、相互の考えを

伝え、深め合うことを可能とするコミュニケーションを行う力を育てることが重要である

と考えました。 
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 分科会では、まず育てたい力を５つ考えました。まず、課題に対して自分の考えを持

ち、伝えたいことをしっかり持つ発想力です。これを伝えたいと思うものがなければ、コ

ミュニケーションはとれません。２つ目は、その伝えたいことを相手にしっかり伝えるた

めに根拠を示しながら、相手に伝わるような言葉であるいは態度で表現する論理力です。

３つ目は、相手の意見をしっかり聞き取り、相手の言いたいことを認める聞く力。４つ目

は、相手の意見を聞き、それをもとにさらに自分の意見を構築する批判的思考力。そし

て、この４つの力を駆使して、相手が誰であろうと自分の意見を伝え、相手の意見を聞

き、やりとりする中で課題解決の糸口を探す力です。 

 私たちは、この力を授業の中で育てるために、コミュニケーションを行う活動を意図

的、計画的に設定する取り組みをしてきました。そのために、討論会やディベート、ゲー

ム形式、スピーチなど、また人数も２人、４人、６人などで取り組みました。また、自分

の意見をしっかり言ったり、相手の意見をしっかり聞き取ったりするために、書くことも

重視しました。 

 これは授業の様子です。４人のグループワークが、全員が話し合いに参加しやすく、生

徒の積極性が引き出しやすいと思います。あえて司会やリーダーを決めないことで、誰で

も話し合いに参加できるようになりました。 

 自分の考えを筋道立てて組み立てたり、相手の意見を正確に聞き取る力を育てたりする

ため、ワークシートも必ず用意しました。ホワイトボードをグループごとに配り、これを

使って発表したり、またほかの班にこれを使って説明したりしました。簡単に書きかえら

れること、色を使って強調できること、黒板にも張ることができるという点で有効でし

た。 

 生徒の感想では、「自分の意見を言ったり、ほかの人の意見を聞き、考えを認められ

た」、「相手の意見を踏まえて考えることが人と接するときには大切だと思った」、「他

者の意見を参考に自分の意見を振り返り、共感や批判をすることで考えを深めることがで

きるようになり、発想力がつきました」。また、「１つの教科で学んだことを他の教科で

生かすことができるようになりました。」「１人の表現力の向上は、クラス全体の表現力

を向上させることができると思います。」「話し合い活動を多く取り入れた結果、どのよ

うなグループでもスムーズに話し合いができるようになりました。」「よく人間関係がよ

いのでコミュニケーションがとれると言われますが、コミュニケーションをとる活動をす

ることで相手を尊重する姿勢がつき、よりよい人間関係をつくることができるのだと思い
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ます。」 

 最後に、１人で考えるときよりも人の意見を聞き、より深い考え方ができるようになっ

たことで、自己肯定感や達成感を感じることができるようになりました。みんなで課題に

対し考え、コミュニケーションをとることで授業形態を意図的、計画的につくり、継続し

ていくことが必要であると考えます。 

 今後の課題ですが、１回の授業でコミュニケ－ションを使う力はつきません。今後もコ

ミュニケーションをとる授業形態を意図的、計画的につくり、継続的にしていくことが必

要であると考えます。 

 ５０分の授業を使って行うことは、時間的に難しいと思いますが、５分、１０分でもみ

んなで考える時間をとることで少しずつ力がついてくると思います。このとき、興味関心

のあるテーマや身近に感じることができるテーマを設定することが、より効果を上げるこ

とになると思います。これからも全ての教科や行事などで話し合って、課題解決を図る取

り組みを続けていきたいと思っています。コミュニケーションの意義は、考える機会を増

やし、他者のさまざまな考えを聞くことで自分の考えを深め、課題解決に近づく点にある

と思います。 

 ＥＳＤの態度分科会では、持続可能な担い手としての必要な資質、他者と協力する態

度、つながりを尊重する態度、進んで参加する態度を育てることとしました。求める生徒

の理想像として、「異文化を拒まない、命を大切にする、積極的にかかわる」、この３つ

を立て、授業改善のテーマを「平和」としました。各教科で共通理解を図るために協議を

し、クロスカリキュラムの作成から始めました。生徒が主体的に学び、ユネスコスクール

としての交流を中心とした行事での活躍、そして態度分科会の成果がこれらの取り組みの

中で見えてきました。課題として、平和に関する概念について適当であったか、ユネスコ

スクール以外での実践がどうなのか、それからクロスカリキュラム、今後ますます完成さ

せていくことなどが挙げられています。 

 我々の六中のＥＳＤというのは、実は授業改善から始まったわけではありません。３つ

の主な環境教育、それから防災教育、国際理解教育からＥＳＤを子供たちに活動を通して

学ばせました。 

 まずはその環境教育なんですが、本校、このユネスコスクールに入る前は荒れておりま

した。子供たちも荒れを経験した中で、まず「学校をよくし隊」というのができました。

これはボランティアグループなんですが、その子たちが一生懸命学校をきれいにしたりと
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いう活動が始まったんですけれど、その代が卒業した後、ちょっとよくし隊というのは余

り良くないねということで、勝海舟の別邸跡地ということもあって、坂本龍馬の海援隊、

あの名前をなぞって「農援隊」というものを発足しました。 

 始業前に活動、これは洗足池の、毎週金曜日、洗足池清掃の様子です。それから、勝海

舟のお墓、ここら辺をよく磨いております。そして、校庭非常に広いものですから、落ち

葉が大変なんですが、落ち葉のミミズコンポストをつくる。その落ち葉で地域の人や小学

生を招いて焼き芋大会。それから、夏休みは「きれいきれい活動」―これは小中一貫です

が―そして、ミミズコンポストでできた腐葉土でゴーヤのグリーンカーテンづくり。これ

は、そのゴーヤを９月の最初の給食で食べるということです。 

 そして、環境教育の最も大きな活動として、蛍復活プロジェクトがあります。洗足池

で、まずこの水生植物への造園、そして毎年６月の放流式、昨年度は２００人ほど地域の

方、それからよそからもいらっしゃいました。自生もしつつあるんですが、さらに水質浄

化が必要だということで、「水生植物いかだ」―こんなものを浮かべて景観も大切にして

おります。 

 また、近くの駅前花壇、これを毎月１回メンテナンス作業を行っています。これには東

急電鉄さん、それから東京都都市緑化基金などの助成を受けて活動しております。これら

の活動によって、地域から感謝されるっていうことが多くなりました。 

 また、こういうお祭りにも参加しています。江戸伝統野菜ってご存じでしょうか、「馬

込三寸人参」というものがありますが、これはやはり近くで畑を営んでる農家の人たち、

ご高齢が進み、なかなか存続が危ぶまれているので、本校に依頼が来て、今飼育してます

が、なかなか難しいです。このように身についてきたボランティア活動ですが、やはりこ

こでも自己肯定感、養われたと思います。 

 防災教育では、私たちの地域でも類に漏れず高齢化が進んでおり、中学生が地域の役に

立つことができないかということで、避難所開設訓練が始まりました。学校を逃げ込む場

所から災害に立ち向かえる場所ということで、２年生の町なか点検、自治会の方々と一緒

に消火器の場所とか、そういったところを点検してます。大田区学校防災拠点整備事業モ

デル校となりました。３年生が全員このような活動で動いてます。けが人の手当てとか、

それから全員が救命技能認定証を取得します。 

 さらに、国際理解教育ですが、ユネスコスクールであるということで、おかげさまでと

いいますか、さまざまな国が本校へ来ていただいてます。これインドネシアの方、それか
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らモンゴル、それから中国ですね。そして、本校からも中国へ視察に行かせていただきま

した。スペイン、そしてこれは国際ユース作文コンクールで受賞したベラルーシの中学生

の少年が本校に来て、一緒に交流をしました。これは韓国招聘プログラムですが、韓国の

先生が来て、授業を行ってくれてます。この通訳は、全てＰＴＡのボランティアで賄いま

した。それから、今年度始まりました国際共同プロジェクト、インドとの食をテーマに交

流をしています。 

 そして、平和維持活動です。本校の校庭に防空ごうが見つかりました。それを保存工事

して、そしてこれはちょうど広島市長からいただいたアオギリ２世、ちょうど被曝したア

オギリが何と種を残し、その種が芽を生やし、その苗をいただいて、そこに植樹している

様子です。それを機会に、全校全員でつくった平和の歌、今作成中です。 

 学校行事も本校はＥＳＤに絡めて、責任感、協調性、団結力、こういったことを念頭に

全て行ってます。修学旅行は東北へ行ってつながりを、それから運動会、文化祭、それか

ら学習成果発表会とさまざまな活動でＥＳＤを意識した形で、みんな課題を持って活動し

てます。部活動も盛んです。さらに全ての教室に新聞をということで、６紙、毎朝２４部

が学校に届けられます。世界のトピックスということで、毎日各クラスでそのトピックス

を選んで発表し、毎月１回共有の全校放送で記事を読んで、生徒が感想を書いています。

はのことによって批判力などを養っております。進路指導も順調に行っていますという、

ちょっとこれは宣伝なんですが。 

 昨年度、この岡山市で世界大会がありましたときにも、本校が参加させていただきまし

た。ちょっとこの辺は飛ばさせていただきます。 

 成果と課題ですが、本校でも生徒アンケートをとりましたが、その中でやはり高かった

のが、他者を理解した上でのコミュニケーション能力、自分たちで培っているなと、それ

からボランティアに積極的に参加する態度が養われた、これは生徒の意見の中で８０％以

上の生徒が肯定的な回答をしております。「自分の考えを伝えたり、ほかの人の考えをよ

く聞いて、自分の考えに人の考えを取り入れていくことは大切なことだと思う。」それか

ら、「地域やボランティアに参加し、地域とつながりを持ちたいと思う。」こういった数

字、２年生が残念ながら低いっていうのはどこのところでもあるのかもしれませんが、確

実に３年生はそういったところを獲得して卒業していってくれています。「ほかの人と協

力、共同して物事を進めることができる。」このことについても３年生、頑張ってくれて

ます。 
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 授業改善で取り組めた内容ですが、やはりアクティブラーニングの効果的な導入、これ

はＥＳＤの実践があったからこそと思っています。３つの分科会で、思考力分科会、コミ

ュニケーション分科会、ＥＳＤを育てる会の分科会、こういった中で育まれたというふう

に思ってます。まず課題設定を行い、そして学びのプロセスを工夫し、他者との共同やほ

かからの情報などを相互作用を通じて自分の考えを認め、最後にみずからの学習活動を振

り返る、この４つの段階の中で生徒は学習態度を養っています。 

 課題として、アクティブラーニングの導入を図るためには、やはり年間の指導計画を検

討しなければいけないと感じてます。時間がかかります。やはりこれを常に話し合い、話

し合いしていくと、やはり時間はかかります。ですから綿密に、どれもこれもアクティブ

ラーニングを取り入れられることではなく、やはり年間の指導計画を十分に考えていかな

ければいけない。そして、話し合い学習や共同学習という意味では、思考が深まり、発展

的な学習に対してはとても有効だというふうに感じておりますが、やはり基本的な事項の

定着、これは絶対必要ですので、併用、これが絶対的な必要性を感じています。 

 ご清聴ありがとうございました。 

 

○司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

ありがとうございました。 

 それでは、今すぐ確認しておきたいことはありましたらお願いします。 

 

○参加者   

失礼します。どうも先生、ありがとうございました。 

 お二方の先生にお聞きしたいんですが、ユネスコスクール加盟に当たって、何かインセ

ンティブというか、先生がユネスコスクールに加盟しようというのは、何か外から働きか

けとか、自発的なものとか、そういう何かきっかけのようなものがありましたかというこ

とと、それからＥＳＤの学習、それからユネスコスクールでのいろんな学習をしていく上

で、子供たちがそのＥＳＤをどのように捉えているのかみたいなものを、もし子供たちの

声がわかるようなものがあったらお聞かせいただきたいのと、それから、学校全ての先生

方がやはり共同してやらないとＥＳＤって進まないと思うんですけれど、何か先生方の秘

訣のようなもの、この何か典型的なものがあれば教えていただきたいなと思いますので、

よろしくお願いします。 
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○司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

３つありましたね。ユネスコスクール、ＥＳＤをやり始めたきっかけがどうだったか

いうこと、子供たちはそれをどんなふうに受けとめてるんだろうかということ、先生たち

はどういうふうに受けとめてるんだろうかっていうことの３つだったかなと思います。 

 では、小学校のほうからちょっと聞いてみましょうね。 

 

○稲垣裕子教諭（岡崎市立男川小学校） 

ユネスコスクール加盟に当たってですよね。それが、確か平成２３年度のことで、私

は一般の教員でした。愛知県の岡崎市なんですが、市を挙げて、ちょうどＥＳＤの１０年

の岡山の大会を目指す前のときで、やはりこういった見方をして教科学習なり教育を進め

ていかなければ、これからの学校教育はだめだという考えからやはり本校もユネスコスク

ールに加盟して、こういった研究をこれから進めていこうっていうことで、それでその当

時の校長が申請をすることになりました。１年半から２年かかりましたから、申請は大変

で、２４年度から指定されました。そこから本当にＥＳＤの学習を目的にスタートをした

っていう経緯で今に至っております。 

 ２つ目が、ＥＳＤを子供たちがどう捉えるかですね、小学生っていうのは持続発展可能

なんていう難しい漢字を並べてはわからないので、先ほどちょっと中学校との違いを感じ

ました。小学校ではＥＳＤありきではなく、教科学習していて、逆にこういうことを勉強

したらこういうことが見てくる、こういうことが見えた、ほらこんなことにつながったよ

ねっということを教師のほうが先に見つけます。子供たちは教科の学びから自分たちが見

つけた見方、考え方をどんどん一人学習でノートに書きとめ、それについて話し合いをし

たら、今日の振り返りというのを必ず、「僕は、私は今までこう思っていたけど、今日の

授業でとか、今日誰々ちゃんの意見を聞いてね。」っていう、そういう振り返りを必ずし

てるんですが、それを子供たちはＥＳＤ勉強と呼び、ＥＳＤノートと呼んで一冊のノート

をいつもためているっていう、そういう勉強の仕方をしています。どっちかというと、小

学校ではＥＳＤの種まきを教師のほうが子供にしているという感じです。 

 ３つ目が、教師の声ですが、それで小学校での勉強で、やはり教科学習が大事だとうち

はやっているんですが、私は理科の専門で理科をやっていますが、理科の専門ではない先

生がたくさんいるわけで、そこで校長が、やはり教員が本当に活性化し、若い教員のレベ
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ルを上げ、自分たちでこの学習に取り組むには教員自身が自分の好きな専門教科、やりた

いことをやらなきゃだめだっていうことで、本校はその先生が今年これをやりたいってい

うもの、好きなものをやらせて、好きなだけやらせていただいてるっていう、そういう現

状で、すごく若い先生たちのほうが逆にパワフルで、アクティブで、今研究を進めている

という、そういう現状です。 

 

○司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

ありがとうございます、続いて柴崎先生いいですか。 

 

○柴崎裕子教諭（大田区立大森第六中学校） 

中学校のほうでは、まず導入のきっかけは、平成２３年度大田区教育研究推進校にな

ったということがまずはきっかけなんです、直接的な。ただ、何をやろうかといったとき

に、東京電力、今とは違う状況でしたので、研究会をいろんなところで開いてた中に、こ

のＥＳＤを研究会として行ってたんですね。それを聞いてきて、ああ、これなら全職員で

やれるっていうふうに思ったのがきっかけです。 

 先ほどもちょっと申し上げたとおり、学校なんかを壊す生徒が多くて、今日はトイレ、

次の日はブザーが鳴るみたいな、そんな毎日を過ごしてたものですから、何とかそれを脱

却したいと。それから、割と二極化しておりまして、住宅地ですので、教育熱心なご家庭

もあって、「じゃあ私は関係ないわと、僕は関係ないよと、いい学校へ入ればいいよ。」

っていうような生徒がいたりもして、結構二極化するような中で、何か違うんじゃないか

と、もっと学びの本質、何のために勉強するのか、違うだろうっていうところから、

「あ、ＥＳＤならいけるんじゃないか？」と。「学びの本質というものがそこにあるんで

はないか？」ということから始めました。 

 そして、生徒の変容についてですが、とても、やはり、このアクティブラーニングを手

法にしてから、特に授業の中での子供たちの変容がみるみる変わってきました。まず、先

ほども言いましたように環境教育とか国際理解教育とか、そういったところから始めて、

子供たちはやはり意欲的になり、「何で学ぶの？」っていう声はなくなりました。とにか

く「社会で役に立つ人間になりたい」っていう割合が非常に増えたのは確かなんですが、

それにさらにプラス授業改善の中で、アクティブラーニングとか、そういったものをして

いくと、我々もその変容を見るためにＥＳＤポートフォリオというファイルをつくってい
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るんですが、そのファイルの中で見ていくと、子供たちはやはり「私がわからなかったも

のを何々君はわかって説明してくれてよくわかるようになった」とか、そういうような少

しずつの変化が見えるようになってきたのも、ここ数年、明らかに変わってきた点かなと

いうふうに思っています。 

 それから、全ての教員がっていうのはなかなかやはり温度差があります。最初のきっか

けは校長でした。校長が強引に、「今はつらいけれど、きっといい成果が見えるよ」って

いって、もう本当に半ば強引に我々お尻をたたかれながら進められたというのもあります

が、でもやっていくうちに、やはり我々のほうがこのＥＳＤの面白みに気がついていくと

いうか…何か乗せられて、この流れに流されて、なかなかもう止まらなくなってしまって

るというようなところがありまして。やはり授業―うちは教科ごとの研修会ではなくて、

３つの分科会でいろんなさまざまな教科が一つの分科会に入ってるというのが特徴で―、

いろんな教科の観点からその授業を見るということをやってますので、「もっとこうした

らいいんじゃないの？」っていろんな教科からアドバイスがある、ということが結構大き

いかなと思います。 

 ＯＪＴ、ＯＪＴとは言ってますけれど、研究推進委員会も開きまして、その中でやっぱ

り組織をつくるっていうことも、これ大切かなと思っていますが、東京都では主幹教諭―

―私は指導教諭と言っているのですが――その教員たちがまず次の研修会ではこうしてい

こう、ああしていこうという話し合いをして、そして実際の校内研修では「こんな授業、

あんな授業、あのときこうだね」っていうふうな話し合い、それから指導案のもとに話し

合いすることができたのが割とよかったかなというふうに思って。今では、多少の温度差

はありますけれど、でも全員が楽しい授業、子供たちがやはり笑顔になるような授業を目

指して頑張っていく、いけるっていうのが、やはり教員として手応えを感じてるところか

なというふうに思います。 

 

〇司会 住野好久（岡山大学大学院教育学研究科） 

ありがとうございました。 

 今のご質問、そして回答で、また大分イメージが湧いたかなというふうに思います。 

 では、この後休憩をとって、グループで少しディスカッションしたいと思います。最初

に言いましたが、２校のお話を聞き、「どうＥＳＤを日常的な授業の中で実践化していけ

るんだろうか」というポイントをＡ４の紙にちょっと大きく、共有できるように書いても
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らいたいと思います。何色のマジックでも結構ですので、ちょっと大きめにキーワードを

書いて頂ければと思います。 

  

 

 

ディスカッション・ワークショップ 「ESDの日常授業における実践に向けて」 

 

○司会 藤井 

 じゃあ、“ＥＳＤの日常授業の実践化のポイント”ということで書いていただいたの

で、イメージはこんなふうに出していただきながら。まず、そちらの先生からお願いしま

す。 

 

○参加者（鳥越）  

鳥越と申しまして、岡山県の一番端っこにあります西粟倉村の教育委員会に所属して

います。昨年まで１１年間を西粟倉小学校のほうで教員をしていました。定年で辞めまし

た。そこで「ふるさと元気学習」という取り組みをしていました。ＥＳＤという言葉は使

ってはいないのですが、基本的にＥＳＤだなと思いながらやってきていまして、今年の４

月、その前ですけども、定年の前にみんなで一生懸命話をしました。そろそろＥＳＤとい

う言葉を使ってもいいし。 

 というのは、やはり「ふるさと元気学習」という一つのアカデミーの特色を出そうとい

う言葉が使われてきたんですけども、いろんな広がり、つながりを考えますと、共有、世

界的レベルで使われている言葉、ＥＳＤという言葉をそろそろ受け入れてもいいかなと。

なかなか村の中にＥＳＤっていうのは浸透しませんけれども、私たち自身はそれを受け入

れていく必要がある、勉強をさせてもらう。それで本年度から、西粟倉小学校では「ふる

さと元気学習」イコール「ふるさとを元気にするＥＳＤ」という、そういう呼び名につけ

加えました。 

 話が長くなったんですけど、そういうことで、５年ほどやってきまして、教員をやった

中で大事だなと思ったことがあります。 

 一つは、学校として子供たちをどういうふうに力を育てたいのかを真剣に吟味しましょ

うと。それはＥＳＤでダブらないわけがない、子供たちにそれを伝える力を一生懸命考え
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ますということです。それはみんなで、要するに学習活動を通して育てたい力を真剣に考

えようと。 

 それから、もう一つも今までありましたけど、私たちの授業を変えていく必要があるか

なと。それは要するに日常の授業ですよね。特別な授業じゃなしに、日常の授業をどうや

って変えていくのか。簡単に言えば、私たちの中にしみついてる、教えるという授業を、

子供たち自身が少しでも学び合って、自分たちで答えを見つけていくような授業にどうや

って変えていくのかと。一つは私たちの発想を転換しなきゃいけないのが一つと、その筋

道は、一体どういうふうにしたらそこへたどり着くのかなという、その辺がポイントじゃ

ないかなというふうに思います。 

 それからもう一つは、教材開発力といったときに、これ先ほどの先生のお話を聞いて、

そうだなというふうに思いました。やっぱり一人一人の先生が自由度を持って、その先生

の得意なことや、やりたいことや、そういったものが反映されるようなものじゃないと、

形だけできてもだめなんだということを思いました。以上です。 

 

○参加者（片岡） 

片岡と申します。私も教員ではなくて、市教委が今年構築したコンソーシアムの中のＥＳ

Ｄコーディネーターとして、岡山市の小学校や中学校を中心に、仕事をさせていただいて

います。もともと岡山ユニセフ協会に所属しています。 

 

〇司会 藤井浩樹（岡山大学大学院教育学研究科） 

外部講師としては？ 

 

〇参加者（片岡） 

はい、毎年何度も依頼をいただいています。授業構築は難しいのですが、ＥＳＤの視

点を持ちつつ考えています。 

そもそもＥＳＤは身近な問題や事柄に取り組むことですが、ユニセフの講座では、遠

い国の知らない人たちのことを話題にすることになります。そこで、まずは自分のくら

し、地域から世界とのつながりを考えます。つながりが見えてくると、自分の意識や行動

が変わることで、結果的に世界の変化につながることを知ります。 

それから、学校で問題になる活動の継続性ですが、教員の頻繁な配置換え、あるいは
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子どもたちの縦のつながりが持ちにくいことなどが挙げられると思います。 

稲垣先生のお話の中で、もうこれだと思ったのは、専門家をどんどん活用していらっしゃ

ることです。もちろん、先生自身が専門家でいらっしゃるんですけれども、さらにその地

域なりの専門家を活用することで、日常的なつながりが生まれてくる事例もあります。 

 

＜中略 以下、中学校の分科会の記録＞ 

 

〇参加者（中島） 

今は教育研究研修センターで、先生方の研究と研修を担当している部署にいます。今

日は、実は保護者のような気持ちで、あの生徒たちが１年後どういう育ちをしているのか

と思い参加しました。もう全国大会だけのつながりになっていたらいけないなと思ったの

と、県のユネスコスクールの高校の人たちや岡山市のコンソーシアムともつながって、こ

ういった会が岡山でコンスタントに開かれればいいなというふうに思いました。今日は高

校生のより一層成長した姿を見て本当にうれしかったです。 

 もともと中学校の教員をしていてセンターに４年間、それから指導課に２年間いて、そ

れから世界大会実現のために約２年間、ＥＳＤの世界会議の推進局に、それから一度指導

課に戻って今の部署にいます。私の務めは、せっかく世界大会をして、高校生たちの成長

する過程を見てきた者として、その成果をＡＳＰnetを通じてどのように発展させている

のかなあと思って、楽しみにしてきました。 

 先ほど質問させていただいたので、私自身は納得しているんですが、このようにまとめ

てみました。学校でやっているいろんな勉強が全てＥＳＤなんですが、余りにも今やって

いる学習に無理やり結びつけようし過ぎていて、先ほどこちらで発表された小学校の先生

もそうだったんですけど、ユネスコの意味を私は知らなかったので、私なりに勉強すると

ころから始めました。 

 ＡＳＰネットとユネスコの理念っていうのは、「戦争は人の心の中で生まれるものであ

るから人の心の中に平和のとりでを築かなければならない」というろころから発生してい

るところに立ち返って、ＥＳＤって何だろうなって逆に考えるところから始めないといけ

ないのかなって気もします。 

 例えばユネスコスクールになったから、今までやっていたそれぞれのこういった学習が

ＥＳＤにつながる、そっちの方向で教員としては考えがちなんですけれども、ユネスコス
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クールって何かいつも行きつ戻りつしながら、大人たちが、これは先生だけじゃなくっ

て、地域の方々も含めて、うちの地域の子供たちをこんな子供に育てたいんだ、だからＥ

ＳＤが要るんだ、ＥＳＤが結局必要なんだよっていう共通理解のもとに、行きつ戻りつ人

権の勉強をしながらＥＳＤにつながり、ＥＳＤの勉強をしながら、またそれが人権に戻る

っていうような、そういった共通認識のもとに、そういう根っこの部分をやっぱりしっか

り持たないといけないのかなというような気がしています。 

 そして、ユネスコスクールの活動とＥＳＤの世界に入ってしまった人はすごくマニアッ

クなんですけど、はまってしまう傾向があるので、それをＥＳＤを知らない人にも広げて

いく、そんなこともしていかないといけないなというふうに思ってます。特に環境に強い

んで、環境教育イコールＥＳＤになってしまっている気がします。それぞれの学校の実態

に沿ったＥＳＤの要素が必ずあるというふうに考えてます。 

 特に中学校では、今日の取り組みにもありましたけれども、ＥＳＤカレンダーをつくる

などして、小学校はお一人の先生が朝から晩まで全ての教育活動を統括できますけれど

も、ばらばらしてしまいがちな教科間で、教科の専門性を問うが余り孤立してしまってい

たりするようなところがあるんではないかなあというふうに思いまして、例えばテーマご

とに先生方がまとまって、先生に教えていただいたような形で、同じまないたの上で勝負

をするというか、理科だから理科でやってとか、英語だから英語でやってみたいな形じゃ

なくって、何か共通のテーマのもとに先生方が話ができるような、そういう仕組みづくり

をやはりしないといけないのかなあというふうに思います。 

 岡山市の教育委員会でも、「いきいき学校園づくり」という学校訪問があったりするん

ですけれども、どうしても中学校の先生って教科ごとにまとまって反省をしようとする傾

向にあるんだけれど、「こんな子供に育てたい」というテーマごとに、先生方が教科の垣

根を取っ払って話ができるようにならないといけない、同じことがＥＳＤにも言えるんじ

ゃないか、というような気がします。環境教育だから、それに強い人がするっていうよう

な形にしないで、「こんな子供を育てようよ」っていうところに立ち返るためにも、共通

言語としてＥＳＤの年間カレンダーがつくられていたりとか、教科間連携が図れるように

ならないといけないな、というように思います。 

 先生が言われたように、やっぱりＥＳＤを学習することで、今日だけじゃなくって、時

代をさかのぼって今日につながる昔の勉強ができたり、それから未来につながる、時空が

行ったり来たりする、時空のつながり、それから地域のつながり、今の時代を生きる他国
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の人とつながったりするような縦のつながり、横のつながりができるのが、まさにこのＥ

ＳＤのネットワークを生かした強みではないかなあというふうに考えています。 

 今日、午前中の高校の発表の中にもあったんですけれど、先日うちの校長研修の場で、

ある講師の先生が来られたんですが、地域学習に絡んで、我々がつけようとしている学力

っていうのは、子供たちに「村を捨てる学力」をつけようとしているのか、「村をつくろ

うとしている学力」をつけようとしているのか、これをしっかり捉え直さないといけない

ねというような言葉が、

もう本当に胸に刺さりま

して、学力をつけて自分

の村を捨てて外に出る学

力ばかりをもしかしてつ

けようとしていないか、

それを学力と捉えていな

いか、今日の矢掛の高校

生であったりとか、閑谷の発表なんかを聞きながら、あの子たちが村をつくっている、町

をつくっている、町を活性化するために自分たちの力が必要なんだ、あんな子供たちの姿

をやはりどうやったらつけることができるのかな、我々が捉えようとしている学力という

のは何だろうというのを、またこのＥＳＤを通して学び直さないといけないんじゃないか

なというふうなことを雑感として感じました。 

 以上です。 

〇司会 住野 

ありがとうございました。 

 教育学部の住野と言います。では私から。私は３枚書きましたけど、重なってるので、

１枚目はやはりＥＳＤカレンダーをつくって、教科でも総合的な学習の時間でも特活でも

ＥＳＤを計画的に行うんだっていうことを先に先生イメージしてないと、「どう自分は、

いつ、何で、この教科の中でＥＳＤやるのか」っていうのはイメージできないので、それ

が必要じゃないかと思うのが、１つ目。 

 それから２つ目は、やはりどうしても中学校って、先ほどもありましたが、教科でしか

授業研究をしないので、教科を超えて授業を研究することが当たり前にできる、そういう

仕組みっていうのが中学校は必要なんじゃないかっていうのが２つ目。 
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 ３つ目は、さっきのアクティブラーニングと基礎教育の関係でも似てるのかもしれない

けれども、教科学習を全部ＥＳＤにするとか、ああいうことを考えるよりも、今教科書を

使って教科で学習した内容を活用、発展させて、さまざまなＳＤにかかわる、持続発展に

かかわる課題に取り組むような、そんなのがあるんじゃないか。それはさっきの小学校の

理科の話聞きながら、理科は理科としてしっかりと学習する、宇宙の仕組み、月の動きが

わかる、それを活用、発展させて、じゃあそれを見ながら「地球って一体どんな星なんだ

ろう」、「地球の持続発展のために何ができるかな」っていう、そういうＳＤ課題に取り

組む発展的な学習活動が単元の中に位置づけられていくような。そういうやり方っていう

のもあるんじゃないのか、全部教科学習をＥＳＤ化しようって考えなくてもいいんじゃな

いの？ということを感じたっていうことです。そういうふうにした方が、教科でやってき

た先生たちには、「全部ＥＳＤ的にやる必要はないんですよ。」っていう言い方が、中学

校ではできるんじゃないか？っていうことも考えたということです。 

 では、先生には是非、自分の発表のポイントを絞るとどこですか？…お願いします。 

 

○柴崎裕子 教諭 （大田区立大森第六中学校） 

本当に皆さんのおっしゃるとおりで、まずは、キーワードはやっぱりつながりだと思

うんですね。要するに時間的なつながりももちろんそうですし、地域とのつながり、世界

とのつながり、社会と人とのつながり、全てここに来るなっていうふうにＥＳＤは思って

るんです。このつながりを通して、さまざまな多くの活動につながっている。 

 ４年前から本格的に始めたんですけれど、最初は本当に落ち葉掃きから始めた。だか

ら、最初の学年の子たちは、一様に「ユネスコスクールって何？」って聞くと「落ち葉掃

き」って答える。そんなところからのスタートだったんですね。ただ、ボランティア活

動、それがどんどんどんどん広がっていくうちに、「ああ、これがＳＤか。」というふう

に思えてきたのは、二、三年前ぐらいなのかもしれません。かなり時間かかってます、本

校の場合は。 

 ただ、じっくりじっくりやってきたおかげで、世界からもお声がかかるようになって。

やはりそういった体験って、実際にテレビで見る中国の報道とか韓国の報道とかあるじゃ

ないですか？そのニュースを見たときに、「うん」って思っていたことが、実際に韓国の

先生と対話をすることで、「ああ、やっぱり同じ人間なんだ」と思えるっていうことが、

やっぱりユネスコスクールであって良かったなって思える一つですね。 
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 そういった活動を通して子供たちは、私たち教員以上に色んなものを感じ取ってきて、

何で勉強をするのを言うようにならなくなったっていうのは、これ本当に実際そうです。

ただ「いい学校へ行きたい、いい高校へ行きたい、いい大学へ行きたい」…親のほうはそ

う思ってますね。ですが、子供たちは「これをやりたい、あれをやりたい、こんな人にな

りたい、だから今勉強する。」って言えるようになってきたのも、このＥＳＤかなってい

うふうに思います。 

 あと、組織の話を今日は大分させていただきましたが、小学校の先生はもうかなり細か

く理科の教育実践のほうを報告されて、私のほうはちょっと薄っぺらなような感じがして

申しわけなかったんですが。この学校内の組織づくりということについては、かなり私も

苦労しました。最初ＥＳＤって全くわからないようなところからのスタートですので、校

長自身も分かっていない。「何だそりゃ？…とにかくやれ！」みたいな感じで、それで私

たちもいろいろ勉強をしていくうちに、「ああ、こういうものなのかなあ？」っていうよ

うなところからのスタートで、最初は私一人が息巻いていても、皆さん「何それ？」って

いう感じで、「一人でやってれば？」っていうムードは確かにありました。 

 でも、それがだんだん、区の教育委員会もＯＪＴ、ＯＪＴって言ってくださって。割と

今まで教諭、管理職っていうふうなものが東京都であったのを、主任教諭、それから主幹

教諭、指導教諭、そして副校長、校長、そういうふうな階級っていうんでしょうかね。そ

ういったものから始めることによって、やっぱりベテラン教諭が若手を育てるというよう

なところに我々が置かれたときに、じゃあ「何を若手に伝えたらいいのか？」っていった

ときに、やはりこのＥＳＤはとても分かりやすかったというか。若手教員に伝えやすかっ

たっていうのは一つあります。 

 それで、まず研究推進委員会を開いて、何が足りないか、と。かなりこれも、“思考

力”と言ってもどこでもやっていることだから、この“ＥＳＤと絡める”ということにつ

いても色々話し合いもしました。かなり時間をかけてやってきた中で、それぞれの３つの

分科会でリーダーシップをとらなきゃいけないベテラン教諭もかなり考えました。そし

て、若手教員はそれ受けて、「とにかく研究授業をしろ。」って上から言われるからやる

んですけど、指導案を「これは普通と同じじゃないか？」とか、皆いろんな教科の立場か

らつつくというようなことでやっていくうち、やはり子供たちが変わっていくのが一番楽

しかったかなと思いますね。 

 やっぱり一斉授業、普通の今までのやり方の授業だと子供たちは、例えば数学なら、と
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にかく計算解いて、問題解いて、たまに黒板に書いて…っていうような授業から、話し合

いで進めていくっていうのが、やはり子供たちにとってはとても楽しくて、だんだん笑顔

になっていく。それを見た教員が、「ああ、こんなに数学で笑顔になるんだ。」って感じ

たり。そこら辺はやっぱりとても大きかったと思うんですね。ですから、「子供のために

やってみようよ！」っていうことから、ところが「実は自分のためになってるんだ。」っ

ていうような変容が…子供の変容と同時に我々教員の変容を感じ取ることができたのも、

このＥＳＤかなっていうふうに思います。 

 

〇司会 住野 

 なるほど。それが子供のためなんだって思うことが大切な気がしますね。いやいや、

「子供のためだったら英単語を覚えさせたほうがいいんじゃないのか？」とか、「計算問

題させたほうが子供のためなんじゃないのか？」っていうのを突破する。そういう、さっ

きナルセ先生おっしゃったような、「どんな子供を育てたいの？」、「どんな力をつけた

いの？」っていう、その辺りがちゃんと共有されていかないとだめなのかな、というよう

なところも感じましたが。 

 じゃあ、学生目線ではどういう聞き方をしたのか。感想で構いませんので…どんな感じ

でしたか？ 

 

○学生Ａ   

ＥＳＤについて、言葉は聞いたことあったんですけど、実際に中学校とか小学校でど

ういった取り組みをしてるのか、いまいち勉強できていなかったので、実際の現場の先生

方のお話を聞けて、教科と結びつけて、小学校の例でいうと理科と結びつけて、１年を通

して星、月の勉強をしているので、普通というか、一般的な総合的な学習よりは子供たち

がどんどん興味を持って取り組めていけるので、いいなと思いました。 

 あとは、ＥＳＤを学校内で行うと、いろんな先生方がおっしゃっていたんですけど、全

ての教員が連携して学校でそのＥＳＤを取り組む組織をつくり上げていかないといけない

ので…多くの先生方というか、みんなで取り組まないといけないなと思います。 

 

〇司会 住野 

はい、ありがとうございます。どうですか。 
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○学生Ｂ  

お話ありがとうございました。すごい失礼かもしれないんですけどＥＳＤを、何かは

やり言葉だから先生たちがやられてるのかなって、ちょっともう、すごい先入観を持って

いて、「とりあえずＥＳＤやっとけばいいでしょ？」みたいな感じなのかなって私は思っ

てたんですけど、実際にお話を伺って、何か子供の学びが楽しくなってるっていうのを聞

いて、そんな思いを込めてやられてるんだなというのが分かって良かったなと思います。 

 あと１つ疑問だったのが、岡山とかこの辺の地域とかだったら、結構地域のほうがＥＳ

Ｄに熱い、京山地区とかはＥＳＤに熱いイメージがあるんですけど、どの程度ほかの県で

はＥＳＤが学校以外の部分とつながっているのかなと思いました。 

 

〇司会 住野 

なるほど。その辺はどうなんですか？地域のＥＳＤに対する理解度とか。 

 

○柴崎教諭  

鋭いですね。実は、東京都のそれも２３区は、公立中学校でユネスコスクールとして

加盟してるのは４校だったかな…ぐらいなんですね。本当にまだまだで、多摩市っていう

のがあるんですが、そこはもう教育委員会がＥＳＤをやれって。ユネスコスクールもそう

なんですが、ＥＳＤをやりなさいっていうことで教育委員会がおろしてる。ところが、２

３区はなかなかそういう形で「ＥＳＤ、何それ？」みたいな人のほうが多いです。まして

地域でって言っても、全然それは浸透してないのが現状です。ですから、今回校長会で校

長が、「みんなＥＳＤを知りなさい。」っていうことで、かなり推進するような方向で話

をしてもらっているんですが、それでも「うちはそんなことやってられない」、みたいな

ことが現状です。 

 

〇司会 住野 

ありがとうございました。 

 そこで、今、幾つかポイント出てきたんじゃないかなと思います。 

 １つは、やはり教科を超えてＥＳＤに取り組むんだっていう仕組みっていうかな、そう

いう全校の体制づくりや研修の授業の研究の仕組みづくり、そういったものが必要だよ

ね。それを行っていくためには、ＥＳＤカレンダーのようなカリキュラム、教育課程レベ
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ルでのつながりっていうのが明確になっていないとだめだよねって。 

そしてさらに、やっぱり教科を超えて、生徒たちのアクティブな学習をどの教科でも

そのプロセスの中にちゃんと位置づけていきましょう、生徒たちがアクティブに思考し、

コミュニケーションするような学習活動を教科を超えて位置づけていく必要があるよね。

で、その中で子供たちのつながりをつくるし、子供たちの声を生かしていく、そういう子

供たちが学びを広げていけるような学習活動が必要だよね、っていうようなところが出て

きたんじゃないか。 

 大切なことは、これを学校でどう広げていくのか、そういうやる気のある何人かの先生

たちだけじゃあなくって、広げていきたい。そのためにどうしたらいいんだろうかってい

うことを、今日、最後にアイデアを出し合って終わりにしたいなというふうに思うわけで

す。 

 つまり、学校には何人かＥＳＤを推進しなければいけない人とか、推進しようと思って

る人がいるんですよね。でも、その周りには「ＥＳＤって何？」っていう人たちがたくさ

んいる。ギャップがある。そこを埋めるような教員研修の、校内研修の工夫。どうあるべ

きなのか。そのアイデアを出したいわけです。 

 きっとこのお二人も何年かして現場に行ったら、どっちに行くんでしょうね。ＥＳＤ何

組になるのか。あるいは「ＥＳＤってこういうもんですよ。」って推進していく側になる

のか。…楽しみですけどね。 

 そのあたりの研修をどうするかっていうところを議論したいんですけど。まずせっかく

ですから、六中では研修をやりながら、基本は３つの分科会に分かれてということ。 

 

○柴崎教諭  

そうですね、毎年その３つの分科会をどういう力を育てたいかで、まずアンケートを

とります。初年度は、文科省が最初に打ち出していた力、ちょっと文言が違うんですよ

ね。そのＥＳＤの価値観とか体系的な思考力とか、そういう言葉を使っていて、その言葉

で分科会を３つに分けてやってた。 

 ただ今回、去年からか、国・県が出している力と態度、そこにちょっと焦点化して、そ

この中での３つの分科会にしようといったときに、やっぱり未来を予測してとか、基幹的

なとか、そういった多面的、総合的っていうのは、これは思考力じゃないかということ

で、ここを思考力としてまとめてやろうと。それで、コミュニケーションはコミュニケー
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ションで、全ていろいろなところに顔を出すような能力なので、コミュニケーション能力

はそのまま行こうと。で、態度っていうのが出てきたので、やっぱりどうやって態度を育

てたいのかも、これもＥＳＤ的にアプローチしたほうがいいということで、３つに分けた

っていうところが昨年度からの流れなんですね。 

 ただ、そうはいっても、いきなり入ってきた先生方にそれを言ってきてもわからないの

で、まず新入生にＥＳＤのオリエンテーションをやります、１年生に必ず。どうして今Ｅ

ＳＤなのかというオリエンテーションの時間を１時間私のほうでもらうんですね。それ

で、子供に対して「何でＥＳＤなのか」っていう話をします。「今はいろんな課題がある

よね」、…パワーポイント使ったりして…、「その課題を解決しなければならないんだけ

ど、解決していくためにはいろんな学校で学ぶべきことがあるよね」、「力をつけてほし

いんだ」、「こういう態度を身につけてほしいんだ」って話を最初に行う。そうすると、

それを聞いてる教員が、「ああ、そういうことだったのか…」みたいなものが一つあるか

なと思います。そうやって、必ず新入生にはＥＳＤのパンフレット、もう少しかみ砕いた

パンフレットを配って、「本校ではこういう活動をしてる…環境教育や国際理解教育や

…」、「あんたたち３年生になったら避難所運営やるんだよ」っていうふうな１枚のパン

フレットと同時に、「ＥＳＤ‐こんな授業ではこんな力をつけましょうね」っていうパン

フレットが一つあるんですが、それを配って解説して、そして１年生からＥＳＤを進めて

いくんですけれど、実は私は先生たちに―。 

〇司会 住野 

生徒と同じように先生たちに、同時に学んでもらおうと。 

○柴崎教諭  

「１年生、いいですか？私に『はい』って言って。」っていうことで、大体、なかなか１

年生に関われなかったりするので、１年生の総合的な学習の時間とかをもらって、そのオ

リエンテーションを必ずやって、先生たちに伝える…みたいなところから最初は始めたっ

ていう感じです。毎年それはやってるんですけど。 

〇司会 住野 

 ４月ぐらいに？ 

○柴崎教諭  

はい。 

〇司会 住野 
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もう４月の最初の。 

○柴崎教諭  

新入生入ってきて、入学式の翌々日ぐらいにそれをやってる。 

〇司会 住野 

 なるほど。それは、だから総合的な学習の時間の最初のときっていうような時間の割り

振り的にはなる。 

○柴崎教諭  

そうです、はい。ただ、おもしろいことに、ここ数年は小学校の保護者とか、小学生

対象の学校説明会に私と校長で出向いていく。出前授業じゃないですけど、出向いていく

んですね。そのときにＥＳＤの宣伝をガーンとしてきて、結構「“農援隊”に入るために

六中来ました」っていうぐらい少しずつ定着してきて、ＥＳＤも大分うちの地域は浸透し

てきたかなと。あと横断幕、ＥＳＤっていうのを学校の周りにべたべた張ってるので、少

し地域的にも理解してきてこられたのがここ数年かなと思ってます。 

〇司会 住野 

 なるほど。例えば、総合的な学習の時間で、「本校はこういうカリキュラムがあって、

そこでＥＳＤ的にこんなことやってます。そこを先生方、学年団で取り組んでください

ね。」…それなら先生たちわかりやすいなと思うんですよね。それを、じゃあ「数学でも

ＥＳＤ的にやってください。」、「美術でもＥＳＤ的にやってください。」って言われる

と、「えっ、それ何したらええの？」っていう…ちょっとイメージができない先生たちが

沢山いるんじゃないかと思うんですよ。そのあたりの教科の先生たちがどう授業をＥＳＤ

的にしていけばいいのか。そのあたりはどんな感じで。 

 

○柴崎教諭  

それが、やっぱりＥＳＤカレンダーが有効で、それを各教科で、必ず毎年赤入れても

らうんですね。もう既成の、去年まではつくっていたこのＥＳＤカレンダーにご自分で今

年度赤を入れてください、各学年の教科の先生に、この単元ではここがＥＳＤだっていう

のを考えてもらって、それを全部生徒に配るんです。 

 うちでは“あゆみ”っていう冊子を作っていて、全部校則から新聞学習から、さっきの

世界のトピックスっていう新聞の感想から、それから行事ごとに作文を書かせる作文用紙

から、夏休みの記録から、全部まとめたもの１冊あるんですね。そこにＥＳＤカレンダー
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もあり、年間行事もありっていうようなことをさせていて、それに書いてもらってるの

で。各教科でも。ですから、そこで少し意識してもらえるかな？とは思うんですね。 

〇司会 住野 

なるほどね。そのあたり、和田中ではどんな感じの、教員、先生方への共有、その辺はど

んなふうな感じでしょうか。 

○参加者   まだ教科って言われると、全然できてないという状況だと思いますね。

だから、本当に今までやってきている地域学習であるとか、ボランティア活動であると

か、そういうのがとりあえず今ＥＳＤの活動として和田中でやれていること。それをま

た、学校運営協議会の委員さんにも分かっていただいて、学校として取り組んでますよ、

という。そういう段階ではあります。 

〇司会 住野 

まずは、そういう総合的な学習の時間とかで、地域学習でとか、そんな、なかなか教科に

は…？。 

○参加者    教科まではまだおりてないですね。 

〇司会 住野 

そういう感じですか。 

○参加者    今回授業の中でっていうのがあったので、どんなことかな、どうＥＳ

Ｄとかかわるんだろう？と思って、今日は勉強に来たんです。 

〇司会 住野 

なるほど。そのあたり、どんなイメージを、作戦を立ててるんですか？これから広げるた

めに。 

○参加者  やっぱりその辺を、先ほどおっしゃられたんですけれども、教科でと言わ

れてしまうと、まだうちの学校もそこまではですが、多分今日この研修会行って、帰ると

必ず職員会議でどういうことを学んで、ＥＳＤについて…というのをいろんな先生方に発

表する場が必ず課せられてるので、そういうところで少し知っていただく機会があるの

と、あとは今、アクティブラーニング週間、あのｉＰａｄを使ったＩＣＴ授業の週間って

いうような、そういうようなものも位置づけが何度かあるので。 

〇司会 住野 

ウイークですか。 

○参加者  そうですね。そのときにやっぱり保護者の方とかに来ていただいたりだと
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か、そういうところで位置づけして、いろんな方にも知ってもらうというのがいいのかな

とは思いましたけど。 

〇司会 住野 

なるほど。今日の学習の、研修の成果を帰ってどんなふうに―？ちょっと植山先生、ヒン

トを与えてあげてください。 

○参加者（植山） ヒントはもう全然。若手に伝えやすかった、わかりやすいって先生

おっしゃったポイントはどんなんなんですか？ＥＳＤは若手に伝えやすかったという。 

○柴崎教諭 分かりやすかったというよりも、力がはっきりしていて、その力を伸ばす

ためにはどんな手法があってっていう、具体的に指し示す言葉があるっていうのはすごく

分かりやすいなって思ったんですね。これは我々が考えた言葉でも何でもなく、文科省や

国・県が考えた言葉ではあるんですけども、その言葉を明確に伝えることができるってい

うのは、とても研修の中ではやりやすかったっていう点ですね。 

 ただ、そうは言っても、批判的な思考力と言っても難しくて、その言葉についていろん

な意見を言い合うっていうことができたのも、とても研修としては充実できたというか。

なかなか批判的な思考力って日本人には受け入れられない言葉です。批判的っていうと否

定的なイメージがあって。でもそうじゃないんだ、と。「吟味して」とか、いろいろな言

葉が出てきて、そんな中に、やはり面白かったのは「ジレンマ学習」ですね。答えのない

問いみたいなものをやったときに、いろんな批判的な思考力、クリティカルシンキングが

育つっていうのを、本当に授業の中でもう推進してやってる若手がいるんですけれど、も

うどんどんどん、めきめき力をつけているんですね、その若手教員。だから、そういう意

味では言葉がしっかりあるっていうのは、とても伝えやすいんだっていうふうに思いまし

た。 

〇司会 住野 

なるほどね。目指すべきつけたい力みたいなのが明確なのかな。 

○柴崎教諭 みんな悩みながらですけれども、もちろん。明確な答えっていうのがない

から面白いっていうか。その問いに、授業の中で最初にこの授業はこのことについて解決

しようっていう課題を提示するときに、なかなか問いに対しての答えが明確でない問い…

これを見つけるのが非常に苦労してるところなんですね。それを考えるのがとても面白い

というか。 

〇司会 住野 
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そういう、まさに教材研究していくっていうか、そういう発問なり、学習課題をつくり出

すところに、授業づくりの喜びを先生たちが感じていけるようになると楽しくなる。 

○柴崎教諭 本当にそうで、それを面倒くさいと思ったらしないわけですから。 

〇司会 住野 

たたき台があって、それぞれの教科、それぞれの学年の先生が出し合うというのがいいん

でしょうね。「ＥＳＤって何だ？自分の教科で？」って言って出し合って。それを、しか

も、子供たちに見せて、「こうだよ」って言ってオープンにして、みんなで取り組むって

いうのがすごいですね。 

○柴崎教諭 意外と自分の教科じゃない教科を見ることでヒントが得られるっていうの

はあるんですね。「あ、この教科でこういうふうにやったけど、私の教科ならこういうふ

うに使えるな。」とか、そういったのが見えるので、やはりいろんな教科で一つのテーマ

でやるっていうのは、割と有効かなと思いました。 

〇司会 住野 

そうですね。そういう場をつくって、仕組みをつくっていくのは大切。教科を超える授業

を見て、学び合えるような。 

 僕は…でもね、少し気になったのが、「じゃあそういう代替案をつくれるような思考力

を育てればＥＳＤなんですか？」「コミュニケーション能力を育てれば、それＥＳＤなん

ですか？」「それはよく言う言語活動の充実とか、言葉の力の育成だっていうのと一緒じ

ゃないですか？」って、言われませんかね。 

○柴崎教諭 だから、いろんな態度が出てくるんで、やっぱり基礎的なことってやっぱ

り必要だと思うんですね。基礎的な知識とか、そういったものを身につける、さらに思考

力、それからコミュニケーション、言語活動でしょうね。 

 さらに、ここのＥＳＤでは態度、精神的な部分－なかなか言語はなくても、何か首突っ

込もうとする、進んで参加しようとする、協力しようとする。そういったつながりを大切

にしようとする―その態度が含まれてるからこそ、このＥＳＤっていうのはよくできてる

なっていうふうに思うんですね。 

〇司会 住野 

だし、そういう態度を育てる教育だったら、いや、私も大切だと思うっていうかな。みん

ながその気になってくれるような気がしますよね。「黙ってる子供よりも、ちゃんと自分

のことが言える子供になってほしいし、何でも自分勝手、自己中な子供よりも、みんなと
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つながって一緒にチームで活動できる、そういう子供に育てたいよね。」っていう気持ち

は、何かみんなで共有できるような気がしますね。 

○柴崎教諭 そうですね。だから、一時オウム真理教で何かディベートみたいなのがは

やって、人を論破するような話し合いではなく、やはり「相手の意見を尊重した上で、自

分の意見を伝えることができる、それがＥＳＤだ」っていうふうに我々は伝えてるんです

けれど。つながりを大切にしながら、自分の意見をしっかり伝えることができる。これが

やはりただの、普通、いわゆるディベートと違うところかなっていうふうに思ってるんで

すね。 

〇司会 住野 

なるほどね。じゃあ、そろそろ締めの時間になってきたので、最後に一言ずつ、やっぱこ

ういうことを言えば、職場のみんな、ＥＳＤやってくれるんじゃないんかなあっていう殺

し文句。 

○柴崎教諭  殺し文句ですか？ 

〇司会 住野 

殺し文句。「ＥＳＤ、何それ？」っていう人たちに、明日職場でこう言ったら、そういう

何それ派もやってみようかって思うんじゃないかなあ、っていう殺し文句を考えてほしい

し、是非学生の皆さんは、こういうことを言われたら、私もＥＳＤやってみようと思う。

ＥＳＤやらないと首にするとか言われたらやるんだろうけどね、それは本当に殺しちゃう

文句なのでいけませんが、さあ何と言う？…一言。 

○柴崎教諭 保護者向けには、もういちころなのは、学力向上です。 

〇司会 住野 

 ああ、なるほどね。 

○柴崎教諭 これはいちころです。 

〇司会 住野 

殺し文句ですね。保護者には。ＥＳＤやることが学力を上げることになる。 

○柴崎教諭 もう、要するに、本校の例で言えば、都立が集団討論を入れたんですね、

推薦試験に。これ、うち強いんですよ。 

〇司会 住野 

 受験に強い子が育つ、都立がね。 

○柴崎教諭 それで、都立では日比谷高校っていうのが一番ありますが、日比谷高校へ
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推薦で４人ぐらい受かっちゃうんです。１００人ぐらいしかいないんですけど。これは売

りなんですね。 

〇司会 住野 

分かりやすいっていえば分かりやすい。分かりやすい。なるほど。 

 じゃあ、それを超える一言を、中島先生、ちょっと一言。 

○中島 学力向上も含めて、子供が変わるよ、でしょうね。 

〇司会 住野 

なるほどね、子供が変わるよ、ですか。植山先生はいかがですか。 

○植山 そうですね。何か楽しいことができそうじゃないかな？っていうのが。先生、

「楽しかった」って言われたんですけど、「何か楽しいことできそうですよ」って。 

〇司会 住野 

「楽しいことできそうですよ。」 

○植山 良いです、言ってみたいです。 

〇司会 住野 

なるほど。どうですか？ 

○参加者  同僚とか、教員の先生方を動かすときにどうなのかってちょっと考えてた

んですけど、どうだろうな…何か、でも、「ＥＳＤってもしかして知らないの？」みたい

な感じで、僕は言うかもしれないですね。 

〇司会 住野 

「えっ、まだ知らないの。」 

○参加者 「知らないの？じゃあ一緒にやってみない？」 

〇司会 住野 

 なるほど。まだ知らないの、じゃあやってみる、なるほど。じゃあどうですか。 

○参加者  そうですね、少子・高齢化が進むところで、国のあれでいったら、もしか

したら中学校がなくなるかもしれないぞ、と。将来的にはですね、そういうような立場に

ある学校でもありますし、ただ小・中連携は進んでますし、コミュニティ・スクールも進

んでいますので、山口県は小・中１００％ですから、ここら辺も含めて、「地域と連携し

ながら持続可能な和田をつくっていきましょう」ということを旗立てて、先生方と一緒に

やっていきたいなというふうに思います。 

〇司会 住野 
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なるほど。裏返せば、ＥＳＤやらないと本校なくなっちゃうかもよ。 

○参加者 …目玉にして。 

〇司会 住野 

これでやりましょうと。 

○参加者 …町からも人を呼びましょうと。 

〇司会 住野 

そういうことですね。 

○参加者 …地域の子供だけじゃなくて。 

〇司会 住野 

じゃあ、学生目線でどうですか。何て言われたら頑張れる。 

○学生 「教師としてどうなんだ？」って言われたら。 

〇司会 住野 

「ＥＳＤ取り組まないっていうのは教師としてどうなんだ？」。 

○学生  岡山大学ではもうＥＳＤをほぼ習います。大学で学ぶ機会があって、それで

も尚「何それ？」っていう態度をとるのは何かそもそも受け入れる姿勢がないし、「その

姿勢は教師としてどうなの？」って言われたら、ああ、ちょっとどうにかなるかもしれま

せんね。 

〇司会 住野 

教師としてどうなんだと。どうですか。 

○参加者  そうですね、「これからの時代はＥＳＤ。」 

〇司会 住野 

教えてあげないとといかんと。５０代のＥＳＤっていう言葉を知らずに５０年生きてきた

人たちに、「これからの時代はＥＳＤなんだよね」って、もう教えてあげなきゃいけない

んじゃないかと。 

〇司会 住野 

僕は何て言うかなと思うんですけれど、「先生がやってるのがＥＳＤじゃん。」…普通過

ぎました。 

○参加者  私らも、でも言っとったよな。 

○参加者  「それこそＥＳＤよね、それってＥＳＤじゃん。」っていって言っとく

か。 
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○参加者  それはよく言いましょう。 

○参加者  そうか。 

〇司会 住野 

よくある、よくある回答ですよね。 

 じゃあ是非、そういう意味では教科の授業の中でＥＳＤって、ＥＳＤのイメージが本当

もう総合的な学習の時間とか、そういう何か特別な領域、特別な学習活動、単元でってい

うイメージがあると、どうしてもなかなか教科の中に入っていかないんだけども、教科の

授業では教え込み、ＥＳＤって言った途端、自分たちで考えてやってごらんではあかんや

ろうと。やっぱりコミュニケーションする力、自分で考える力、チームで考えて行動でき

る力って、全ての教育活動を通じてやらなければいけないので、やっぱり両輪なんですよ

ね。教科でも、そういう特別な領域でも、両輪でできるようにしていく必要があるよねっ

ていう共通理解をつくり出す校内研修の工夫、していきたいけど。どちらから入るのか、

学校によってそれぞれ事情があるし、総合のほう、地域との連携のほうがやりやすい学校

もあれば、それは難しいから、まずは教科の中でやろうかのほうがやりやすい学校がある

かもしれない。そのあたりは、そういうリーダーになる人が学校の様子を分析しながらと

いうことでしょうね。では、これにて、最後に言い残したことはありませんね。 

○参加者    はい。 

〇司会 住野 

では、これで終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 
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３．福島県立ふたば未来学園高等学校 對馬 俊晴 教諭 

『復興教育からのESD～新教育プログラムへの挑戦』 

 

○司会 柴川弘子（岡山大学大学院教育学研究科ESD協働推進室） 

 それでは、おそろいのようですので、分科会を始めさせていただきたいと思います。 

 私は、岡山大学大学院教育学研究科ＥＳＤ協働推進室の柴川弘子と申します。コーディ

ネーターをしております。今日は、こちらのファシリテーターを務めさせていただきま

す。なれない司会ですが、よろしくお願いします。 

 早速ですが、對馬先生から実践をご報告いただきたいと思います。 

 その際に、先生のご報告を聞きながら、ＥＳＤの授業実践に向けて、これがポイントだ

なと思うこと、ここが重要だ、こういうことを大切にできるなというようなことを、お配

りしているプログラムの裏にでもメモをしていただきまして、そのメモをもとに、後でグ

ループワークに活用していきたいと思っております。是非、先生のお話聞きながらも、ポ

イントを書きとめていっていただければと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、先生お願いします。 

 

○對馬俊晴（福島県立ふたば未来学園高等学校） 

改めまして、こんにちは。 

 福島県立ふたば未来学園高等学校から参りました對馬と申します。どうぞよろしくお願

いたします。 

 では、始めさせていただきます。 

 私は、先ほど川田先生からもご紹介を頂戴しましたが、前任が、この間の３月まで福島

県二本松市の安達高校に６年ほど勤務しておりました。その６年ほどの勤務の間に起きた

のが２０１１年３月１１日の東日本大震災です。その福島県がいろいろな形で大変な状態

になったところを、教育を通じてどう乗り越えていこうかというときに、ＥＳＤの力を借

りたというような形になります。そこでの実践を前半でご報告申し上げまして、後半は、

ハワイアンズというフラガールなんかで映画になったりした、いわき市のちょっと北のほ

うにある広野町に新しく出来た、ふたば未来学園高校での実践についてご報告を申し上げ

ます。ちなみに、原発事故はこのあたりで起きています。 

 そして、最後に、「解のない事象への挑戦としてのＥＳＤ」としまして、そもそも答え
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が見つからないというか、試行錯誤の状態の現任校での教育活動についてお話を申し上げ

まして、問題提起のような形で、先生方にいろいろアドバイスをいただければと思いま

す。また、後ほどのディスカッションのところでもいろいろ議論いただければありがたい

なと思います。 

 それでは、安達高校での実践です。 

 当時おりました安達高校での進学実績は、国公立大学に７％ぐらい、私立大学に４０％

ぐらい、あとは専門学校へ進学したり、就職したりする生徒がいるような学校です。砕け

た表現を申し上げますと、福島県内でも中間的な学校という形で、もっと砕けた言い方を

しますと、ばりばり進学するわけでもないし、手がかかる生徒もいないので、非常に穏や

かな学校で、平和に過ごしているような学校でした。 

 ですが、少子化に伴いまして、先ほどの地図で申し上げますと、ばりばり進学していき

たい中学生、偏差値が高い生徒たちは、福島にある進学校や郡山にある進学校のほうに流

れます。そして、地元の学校にいたいという生徒が安達高校を目指してくる形になるので

すが、少子化に伴って、普通高校としての存在意義が非常に難しい問題になっています。

岡山県でも、１０年ほど前に統廃合が進んだとお聞きしましたが、福島県では統廃合はな

かなか進みません。県内に８８校の県立高校があり、私立合わせて１００校ぐらいあるの

ですけれども、町や村から高校がなくなると、その町、村が相当衰退するというようなこ

ともあって、学校を廃校にすることがなかなかできない県ではあります。お隣の栃木県は

統廃合が結構進んでいるとお聞きしています。 

 そういう中で、福島県の安達高校では、普通高校として維持するためには特徴が必要だ

ということになります。そして、５クラスに今年から減っていくというような状況です。

それが前提の話になりまして、３・１１が起きた２０１１年なのですが、４月半ばに入学

式が１０日ぐらい遅れて始まったのですが、この安達高校は原発事故があったところから

６０〜７０㎞離れているのですが、放射性物質が県内に強く、このラインで強く降り注い

できたところがありまして、学校が再開されましたが、非常にいろんな意味で混乱してい

ました。 

 それで、生徒たちも、地域も、親も、いろいろと悩みを抱えていた時期なのですが、学

校が再開されて、大阪でのＥＳＤの国際ワークショップに招待されまして、生徒２人、こ

この女子生徒２人が参加することになりました。この当時は県外とのやりとりも私もちょ

っと薄かったですけども、福島っていうのは悪いイメージで見られているので、生徒を他
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県に連れていって、交流させるのに教師としてもためらいまして、いろいろ傷つけること

になるのではないかなと思って、そのケアをどうしようかなっていうふうに覚悟しながら

行ったのを覚えています。 

 ところが、ＥＳＤで集まってくる子供たちのグループですので、非常にもう心配してく

ださっていて、本当にいろんな声をかけていただいて、子供たちが結果的に励まされて帰

ってきました。その励まされて帰ってきたというのは、いろんな話しをして、交流をする

ことで子供たちの意識が随分変わったということになります。それから、もうちょっと細

かく申し上げますと、県内で過ごしている、放射線に気をつけながら生活している私たち

にとっての福島の解釈と、県外の方々の解釈は大きくやっぱり違うなというのが実感で

す。本当にもうどうしようもないことなのですけれども、本当に一生懸命心配してくださ

っているのですが、話をしてみて初めて、その違いが明らかになって、いいところも、悪

いところも含めて、話をして交流していかないと解決しないということを感じて帰ってき

ました。 

 結果的に、皆さん本当に親切だっていうことがわかったのですけれども、それで子供た

ちは励まされたし、それで交流をすることによって、相手にも誤解が解けていくようなと

ころがあって、自信をつけて子供たちは帰ってきました。先ほどのカンボジアの中学生と

交流している部分なんかは、子供たちにとってはすごく影響がやっぱりあって、このとき

は韓国と中国ですが、関係も悪くなってきた時期だったと思いますが、交流することによ

って世界の見方も変わってきます。 

 あの女子生徒２人は大きく変わりまして、普通におとなしい子供たちだったんですが、

その後、勉強を一生懸命しなくては交流ができないとか、あるいはディスカッションがで

きないというようなことに気づいたようで、その後いろんな挑戦をしていくことになりま

す。一人の女の子はカタールに行きまして、もう一人の女の子はアメリカのフルブライト

の関係の研修でアメリカに行ってきたりしまして、それぞれ卒業して、一人は福島大学、

もう一人は専修大学の特待生として進学していきました。 

 そのことから、その２人の様子を見ていて、私なりに分析すると、現状をしっかり分析

する必要がある。議論というか思考の前提となる基礎知識をきちんとつけて、そこからじ

ゃないと話が深まらない。福島県をよくしたいっていう思いだけでは、議論が深まらず

に、やっぱり正しい知識を得て、課題を見つけて、その課題に対して解決するための将来

像を描く。そして、その将来像を描くのに当たって、ギャップとなっている問題、課題に
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対して、それを解決する努力をする、行動に移させるということが重要だなということに

気づかされました。午前中の高校生の集まりで大野先生がおっしゃっていたようなことに

通じるような感じがします。 

 それで、試行錯誤していた震災の年の１年間ですが、ふと気づくと、文部科学省では、

大震災後、困難を生き抜く力や絆づくりの復興教育を柱とした教育プログラムを考えるよ

うになっていました。特に、宮城県と岩手県です。宮城県や岩手県では、その震災をばね

にして、力強く生きていくという主に防災教育のようですが、そのような方向性でプログ

ラムが組まれていました。 

 ところが、福島県は原発事故と一言に言っても、いろんな複雑なものが絡み合ってい

て、放射性物質の流れはこういう流れですが、物理的な制限もあります。健康面での心配

もたくさんありました。今でもあると言えばあるのですが、人の意識にはすごく差があり

ます。私は物理の教員ですが、地図に色をつけるとすごく怖い感じなのですが、今住んで

いる広野町だとか、私が住んでいるこの福島市のちょっと北の辺では、数字とかをいろい

ろ評価すると、このぐらいの線量であれば生活できるなという認識です。でも、お母さん

方だとか、小さい子供を抱えている地域の方は、そう単純には思われなくて、福島県内で

も意見は割れます。意見が割れるので、余りお互いに触れていませんが、ちょっとしたこ

とでそれが噴き出してしまって、いろんな議論の対象になります。 

 ちょっと、私ごとですけども、この当時は幼稚園の子供が２人いて、ほかに小学校３年

生だった娘がおり、今中学生になっていますが、妻の実家は埼玉だったのですが、埼玉の

妻の実家からは引っ越してこいと言われました。仕事はどうするのかって言ったら、東京

都の試験を受け直せと言われました。私も結構悩みましたが、引っ越しのリスク、それか

ら転校先でいじめられたりするようなリスクだとか、そういったことを総合的に評価し

て、このぐらいの線量だったら、気をつけながら生活すれば大丈夫だということで、家族

一緒に力を合わせて生きていくことを決断しました。県内では今でも８〜１０万人近くの

人々がまだ県外にいます。岡山県でも大分お世話になっているという話を聞いておりま

す。そのような問題があって、安全と安心は違うという。安全は確保できても、安心は確

保できないのが現状になります。 

 こういったところで、当時３・１１の１年目では、福島に過ごしている子供たち、私の

目の前にいる生徒たちが、福島の高校を卒業したから、デメリットの大きい教育を受けて

しまったという意識を持たせるわけにはいかないなと思うようになりまして、福島で育っ
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たからこそ、寧ろいろんな現実に目を向けて、力強く生き抜いていく力や、困難な状況を

変化させる力を育成できるのではないかと考えを変えるようになります。それは先ほどの

女子生徒たちの行動が何か非常に自信になっていまして、何か教育を変えなくてはいけな

いというふうに考えました。 

 そして、３・１１の年の翌年に、すぐに担任にさせてもらいました。それまで、この学

校の前任校でスーパーサイエンスハイスクールの担当をしていた関係で、７年間担任を持

ってなかったのですけども、担任をやって生徒に対峙しないと、どんな理念も子供たちに

伝わらないということを何か実感していて、卒業式のたびに寂しく思っていましたので、

やっぱり担任になりたい、そして、何か復興教育を進めていきたいと考えまして、担任に

なりました。 

 そのときに、担任になった２４０人の生徒にアンケートをとりました。集計が２クラス

分しかしてなかったのですが、放射線について学習したかどうかとか、理解できたかとい

うのは、中学校時代にやっぱりそれぞれ難し過ぎてわからないということなので、それで

震災２年目、担任になった１年目ということになるのですが、１年生の生徒たちを集め

て、放射性物質、放射能という言葉が難しいので、それらを理解させるような教育、放射

線教育をやりました。 

 校庭は、３・１１の夏休みに除染という形で、大規模な表土を剥いで新しい土に入れか

えたり、校舎の屋上を除染したりするという形なのですが、土などを洗い流して、洗い流

したものを集めて、保管場所に持っていくというようなことをしました。今、こんなこと

やったって、大して変わらないです。大した意味がない。実質意味がない結果なのです

が、当時は無我夢中で、少しでも生徒の安全を確保したいということで、男性教員がボラ

ンティアでこういった除染をしました。この人が当時の校長で、今県の教育次長になって

います。そういったような形で、みんなで力を合わせてやったっていうことを、これはプ

ールの除染ですが、生徒に示して、いろいろ心配事はたくさんあるけれども、力を合わせ

て、みんなでこの状況を乗り越えていこうという話をしているひとコマです。 

 放射線は、この当時、除染する前は校庭ではこういう数字です。単位はこれマイクロシ

ーベルト毎時なのですが、２．５とか３で、４とか５とかあった数字が、除染後にはこの

ように小さくなったということも生徒と共有をしました。でも少しはあるじゃないかって

いうのが大方の見方だと思うのですけれども、こういう数字の解釈は、小さな数字が２倍

になったり５倍になっても、やっぱり小さい数字という意味合いになります。砂糖を０．
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０１グラムなめても甘くないのを５倍にしても、やっぱり甘くないみたいな、そういうふ

うな解釈になるような展開です。この辺の話をすると、いろんな議論になるのですが、リ

スクを相対的に評価するということを生徒と共有します。例えば、たばこ１本で４０マイ

クロシーベルトぐらいです。現在は校庭に１時間いただけで被曝するのは０．２とか０．

３の数字です。たばこ１本吸うと４０なので、たばこを吸っている人は福島県の放射線気

にする必要はないです。たばこ１日１０本も吸ったら、福島県で半年ぐらいの線量になり

ます。飛行機１回乗ると２０日分ぐらいの被曝になるのと同じような感じです。 

 ちょっとスライドが前後していますが、こういった放射線教育をしていたときに、ＥＳ

Ｄに着目をしました。ＥＳＤそのものは、もう十数年前から私も存じ上げていたのです。

東北では、宮城教育大学がＥＳＤを推進していて、現在の学長の見上一幸先生が大きく進

めていたのが１４年ぐらい前です。当時、全国にユネスコスクールは２４校って聞いてい

ましたが、そこから、今先ほどの９３９だったかという数字に現在なっているということ

になります。震災前からも聞いていたのですが、ふと何かのやりとりでＥＳＤのことを思

い出しました。当時、福島県には一校もユネスコスクールがありませんでした。震災を乗

り越えるためにも復興教育が必要だ。でも、復興教育、復興教育といっても、ただ思いを

はせただけではだめで、何かやっぱり勉強の理念がないとだめだ。その理念が、やっぱり

国連で示している理念が共通に当てはなるというか、そういうしっかりした理念のもとで

教育活動をしていくということが、教師の指針にもなるし、生徒にも適当な感じのプログ

ラムではなくて、しっかりしたプログラムになり得ると考えて、ユネスコスクールに申請

させていただく運びになりました。 

 これは２月１６日となっていますが、復興教育を始めた夏から３カ月ぐらいで申請にこ

ぎつけることになりまして、県内初のユネスコスクールになりました。現時点では、福島

県では、小学校、中学校含めて１０校近くユネスコスクールが増えている形になります。 

 そして、その中で子供たちと乗り越えようという授業の一つの教材は、ユネスコスクー

ルを意識すると、あっちこっちに眠っていまして、先ほどの岡山県の生徒さんたちの活動

も今後の私の教育活動にすごく参考になったなというのは、矢掛高校とか、いろいろな学

校の話がすごくモデルになるなと思って、今後もいろいろ研究させていただきたいと思い

ます。 

 「バルト海プロジェクト」というのがユネスコスクールの大型プロジェクトでも有名で

すが、このバルト海はいっぱい汚い水を流して、バルト海は世界一汚いと言われたそうで
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すけれども、高校生がネットワークを組んで、水質を検査したりして、自分たちが将来生

きていくこの土地がこんなに汚い、もう海が汚いというのはだめだ、許せない、何とかし

なくちゃいけないということで、高校生が政府に提言したという話を聞いています。そう

したら、政府はすぐに動いて、水はきれいになっていったと聞いていますが、ここで言え

るのは、大人が幾ら会議で議論しても、ほとんど変わんないというか、うまくいかないも

のが、高校生が自分たちの意見を政府に言ったり、大人たちに言うことによって、あっと

いう間に世の中が変わるのだということは、福島県にとっても非常に重要だなという教材

として使わせていただきました。大人たちが除染だ、原発がどうのこうのとか、東京電力

がという議論を幾らしても、福島県の混沌さは変わらないのですが、高校生や中学生が自

分たちの環境をよくするために動く行動は、すぐ大人の人たちを動かすことにつながって

いるようなところがあります。だから、自分たちできちんと線量をはかったり、あるいは

自分たちで福島の将来をどうしたいかっていうのを議論して、それを発言したり、発表し

たり、交流したりすることで、世の中は変わっていく。大人は変えられないけども、子供

たちが変えるんだ、子供たちが将来を生きていくのだから、子供たちの未来は自分たちで

築いていくんだという論法だったりして、子供たちとそういう授業というか、考えること

をやっていったのがこの復興教育の、ユネスコスクールの活動ということになります。 

 それで、担任をやっていても気づくことがあるのですが、子供たちはやっぱり傷ついて

います。福島県の土地が放射性物質で汚されてしまったっていうことに関わらず、それに

加えて、イメージがすごくダウンしてしまったっていうことや、自分たちがもしかしたら

将来結婚できないんじゃないかと思う女の子たちもいたりして、いろんな意味で傷つきま

した。でも、もっと傷ついていたのは保護者の方です。最も、最も重要な存在は子供なの

に、その子供を心配がたくさんある福島の学校に通わせなくちゃいけないという親の気持

ちはかなり何かかわいそうな部分があって、私も親なので、共通する部分があって、話を

聞いていると、本当に切ない感じの方がいっぱいいました。地域もそれでがっかりしてい

ました。ところが子供が前向きな勉強や未来を新しくつくっていこうとする活動をみるこ

とで、地域の人が元気になっていく、親も励まされるということを目にするようになりま

した。すなわち大人を元気にするのは子供の力だなと思います。子供が大人を元気にし

て、その大人が元気になれる。頑張んなくちゃいけないなっていうふうに思うと、復興も

早まっていくということになります。 
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 でも、そこでさらにちょっと気づいたのが、子供を元気にさせるのは教師の役割だ、教

育が非常に重要だということに改めて気づかされました。ユネスコスクールの先生方との

交流もあって、こういう教育活動をしていて気づくのが、大変なのは福島県だけじゃない

っていうことです。４大公害病を乗り越えていっている土地もあるし、広島だって原爆が

落とされた。長﨑だって、沖縄だって大変です。そういうところをみんなそれぞれ乗り越

えようとしているところ

があって、福島だけが何

か大変なんじゃないんだ

っていうこととか、そう

いうことを、やっぱり子

供たちと共有して困難を

乗り越えていかなくちゃ

いけない。そこで、やっ

ぱり教育が非常に重要、

教師が重要だと自分の中では考えるようにしていまして、本当に教師の仕事は無限につな

がっていく、無限にやることが出てくるなっていうふうな形です。 

 実は、最近ちょっと疲れていたのですが、岡山県に来たら、ちょっと元気になりまし

た。すごく元気になりました。岡山の先生方とお話しさせていただいて、何で仕事に追わ

れて、何で悶々とした日々なのだろうなあって、ここ半年ぐらい思っていたのですけど

も、新しい学校に行って勉強をしないといけないな、それから交流したり、いっぱい情報

交換しないとだめだなっていうことに、久々にこのような交流をさせていただいて思いま

した。 

 あともうちょっと申し上げます。福島県の県全体の目標なのですが、２０４０年に１０

０％自然エネルギーで賄うという方針を出しました。震災後、直後です。水力発電を含め

た再生可能エネルギーを含めた自然エネルギーで１００％です。当時２００９年にこのぐ

らいの電力だったものを、再生可能エネルギーを伸ばしていくことで、２０４０年に１０

０％にして、火力発電とかを使わないようなエネルギー源を確保するということです。そ

んなことちょっとできないのじゃないかと思うのですけども、福島県だから世界に、こう

いった１００％を訴えることはできるかなと思います。フクシマというのは世界共通語に

なってしまいました。悪い意味で使われている言葉ですが、それを何か前向きな発信をす
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ることで、随分とやっぱり違ってくるので、福島県が１００％を唱えるっていうのは重要

なことだなっていうことで、これも教育に使えると考えて、こういったことを取り込んだ

りしました。 

 あと、このような素材も使いました。先ほど、大変なのは福島県だけじゃないって言っ

たのですが、これは岩手県の陸前高田で、ちょっと全国のニュースにもなった有名な体育

館の落書きです。お母さんへ、いつも本当にありがとう、いつも夢に出てきてうれしいよ

っていうものです。お母さんが多分亡くなったのだと思うのですけども、そういったこと

を乗り越えようとしている人たちがいて、この気持ちを考えると、やっぱりいろんな意味

で頑張っていかなくちゃいけないなと思いました。こういったものも生徒たちと共有した

りして、福島の現状を変えようと考えました。 

 だんだん中身を検討していったときに、生徒に自分たちのことを、自分たちの考えを整

理して人前で発表するという情報の時間を利用して、復興教育、ＥＳＤを進めました。そ

れで、復興教育を始めた１年生の終わりに、１学年全体で将来を持続させるためには、エ

ネルギー関連だったり、放射線の関係だったり、病院の介護の関係だったり、生徒に自由

にテーマを選ばせて、世の中を持続させるためにはどういった課題があって、その課題を

乗り越えていくためには自分たちはどうするかという発表をやりました。 

 こういった活動が本校のユネスコスクールの活動の基本になりまして、その後、私の学

年が２年生になったときに、新しい１学年、１個下の学年の先生方も何か興味を示してく

ださって、ＥＳＤって何だかわからないっていう学校の職員６０人ぐらいいるのですけど

も、何か勝手にあの学年はやっているってなっていましたが、次の学年の先生方も追随し

てくださって、そしてＪＩＣＡの職員を呼んだ国際理解教育に次の学年はシフトして、放

射線の教育と国際理解に行っています。 

 あと、これは部活の単位ではあったのですが、ＯＥＣＤが主催した、東北地区の高校生

をパリでイベントをさせることによって、今後の新しい教育方法を模索するようなパイロ

ット的なプロジェクトだったのですが、これに本校生徒も参加しました。２年半かけてい

ろんな課題に取り組ませてパリでイベントを開くことだったんですが、目的は教育システ

ムを新しい教育をする、今しきりに言われているアクティブラーニングのはしりのような

パイロット的な取り組みです。ここに安達高校の生徒も７人参加しまして、パリのエッフ

ェル塔の下のシャン・ド・マルス公園で、英語で発表したりして、帰ってきて、自信をつ

けました。この子たちは今もう大学１年生になっていますが、それぞれ進学を決めて、頑
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張っています。 

 そして、安達高校でのＥＳＤ、ユネスコスクールの取り組みはその後、次の学年にもつ

ながりまして、学校全体としてやると学校長もかじを切りました。最初は学年単位でほか

の学年に迷惑をかけないようにするから、自分たちでやるからユネスコスクールにさせて

くださいと職員会議でプレゼンテーションをして、ユネスコスクールに申請させていただ

きました。最初は、学年６人だけでやっていたのですが、次の学年、その次の学年で１８

人というか、１８クラスやるようになって、学校全体の取り組みで、完成したのが昨年度

になります。そして、全校生徒規模になったので、先ほど１年生だけで発表会やったもの

が全校生徒での発表という形になりました。そして、このユネスコスクールに学校全体で

取り組むようになりました。私が今の学校に転勤してきたのですが、転勤した後、さらに

発展していると聞きまして、担当していた私としては寂しい感じはするのですが、いなく

ても成り立つのです。私がいないとだめかなって思ったのですけど、余り関係なかったで

す。いないほうがかえって発展しているということで、うれしいというか、悲しいという

か、うれしい状況になっています。 

 昨年、岡山県の先生方に大変お世話になりました。世界大会、高校生フォーラムです。

東北地区の代表で安達高校が参加させていただいて、事前の交流では４つの国の高校生と

交流することができました。安達高校のその取り組み自体は、東日本大震災の年、それか

ら右往左往した、あの２人の生徒がＥＳＤの大会に参加したというのは、この年のこの部

分です。そこから復興教育１年目がスタートして、放射線教育をしました。その後、２年

目に発展を見せて、国際フォーラムに参加させていただいたりして、そして３年目に、世

界大会の事前準備会議、世界大会に参加して、それからＯＥＣＤのパリでの発表を経験し

て、それからバングラデシュやチリの高校生と交流したりしたっていうのがこちらの状況

です。 

 平成２５年度にＥＳＤ大賞を頂戴しましたが、小学校の先生の取り組みや中学校の先生

の取り組みがこの別な会場で行われていますが、あちらのＥＳＤ大賞って本当にすごいん

です。安達高校のＥＳＤ大賞はたまたまいただいたのですが、東北の応援という意味もあ

るでしょうし、ちょっと作文を一生懸命書き過ぎたようなところもあって、ＥＳＤ大賞に

なってしまいました。多分、ＥＳＤ大賞とかをもらうのは大事な部分はあるかもしれない

のですけれど、そんなこと関係なくやっている学校がたくさんあって、たまたま書いてな

い学校がたくさんある中に、ひょこっと書いちゃったっていうような意味合いでの大賞だ
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ったかなあなどとも思います。 

 この部分をまとめたいと思います。 

 フクシマから福島へということなんですが、困難の克服への努力によって、今後も耐え

られるような力を育みたい。困難は福島県だけではないと言いましたけど、個人個人もそ

うで、放射性物質だけが大変なわけじゃなくて、失恋しても大変ですし、就職がうまくい

かないときも大変ですし、交通事故に遭うかもしれないし、いろんな大変なところがあっ

て、そういったものをやっぱり一つ一つ乗り越えていかなくちゃいけない。そういったと

ころに福島の教育が使えるかなと思ったりしました。高校生の努力は、保護者や教員を勇

気づけます。それから、福島のメッセージ性は非常に高くて、福島は危険だとか悲惨だっ

ていう意味で、世界共通語です。でも、３０年、４０年後には福島っていう言葉の意味が

困難を乗り越えるっていう意味や、立ち直って頑張るという意味で使われてほしいなと思

っています。私が教員でいる間は無理かもしれないですが、今の高校生が私ぐらいの年齢

になったときには、福島という言葉が前向きな気持ちの言葉で使われていればいいなと思

って、学校教育活動しています。これからも戦争やテロは世界どこでも起こり得ますし、

もしかしたら、これからまた大震災のようなものが起こるかもしれません。そのときに、

福島しようぜと、福島になろうという合い言葉になれるような県にしたいなと思って、今

頑張っているようなところです。 

ちょっと今現在のところの話をつけ加えさせていただきます。 

 今現在は、ふたば未来学園高校に転勤しました。テレビで報道されたりしていますが、

いろんな芸能人の方や小泉進次郎さんだとか、いろんな方が力を貸してくれている学校で

す。応援団という方がいろいろいらっしゃいまして、今現在直接お世話になっているのが

平田オリザ先生や宮田東京芸大の学長先生や橋本五郎さん、林修さん、小泉進次郎さん、

伊藤穰一さんは少しですね、箭内道彦さんなどが授業してくださったりしました。 

 放射性物質がいろいろ飛び散って、この双葉地区の８町村というところの中学生や小学

生が原発事故当時いろんなところに避難していて、いろいろいじめられたり、学校に来ら

れなくなってしまったりという子供たちがいます。１２５人の生徒が校舎にいるのです

が、そのうちの３０人ぐらいは不登校です。不登校の生徒たちが今こういった形で学校に

来ているのですが、もう一度勉強をやり直したいみたいと何か頑張っているようなところ

がありまして、今不登校になって、学校に来なくなった生徒が３人ぐらいいますが、３０

人のいろんな生徒たちの数からすると、頑張っている生徒が多いなということになってい
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ます。なかにはこういった教育活動に呼応して頑張りたいなっていう成績がいい生徒もい

ます。東大にちょっと届くかどうかっていう生徒もいるなど、いろいろな生徒が混在して

いて、悩みは尽きません。 

 ３年間をかけて、海外に生徒を連れていくなど、いろんな教育をしていこうという形で

すが、現在は、この段階です。それぞれのプロの方に、生徒にいろんな学びをしてもらっ

ていて、そして間もなく１１月３日に発表会をします。１年生しかまだいないので、明後

日の１１月３日文化祭でやります。 

 これは、その一端です。平田オリザ先生という演劇家の方なのですが、大阪大学の先生

でもあるのですが、前期から今現在もお世話になっている一端を申し上げます。演劇を生

徒にさせるのですが、解のないというか、答えの見つからない内容を題材にします。それ

で、例えば、実際はこれ子供たちの中でいいなと思われたものが、東京電力の社員と地元

の人の葛藤みたいなのは演劇でちょっと目立つところがあるのですが、オリザ先生の言葉

をかりると、こんな例を使っていました。糖尿病で入院しているおじいちゃんがいて、お

母さんシングルマザーで、お母さんは働きに行っているから、ほとんどおじいちゃんに小

さな孫が育てられている。ところが、おじいちゃんは糖尿病で入院してしまった。入院し

てしまったのに、小さな子供は一生懸命お菓子をつくって、おじいちゃんのところに持っ

ていくと食べさせるべきか、どうすべきなのかということを題材にするような演劇です。

答えがあるようでないような、そのような葛藤を子供たちが演じます。２０グループに分

かれて、地域の素材を探してきて、みんな、全員で頑張っているのに、うまくいかないっ

ていう題材を演劇にするような形です。そういう自分たちの体でいろいろ課題を見つけ

て、それを表現するという教育活動です。これはオリザ先生の話だと、外国では演劇は書

道や音楽や美術と同じような扱いで、演劇をやっているそうで学びが深いという。私も確

かに実感しました。今は、そのような演劇を取り入れようとしている学校は日本にもあち

こちに出てきているそうで、灘高校も意識しているそうですし、筑波大学附属駒場も演劇

を取り入れるということで、演劇を導入する教育活動が盛んに出てきそうな感じです。 

 その演劇は、アクティブラーニングにつながるようなところがあります。今各教科でア

クティブラーニングが問われていますが、最初から教科でアクティブラーニングをなかな

か進めづらいです。私なんか悩んでいますが、理科教育の中でどうするのかということが

あるのですが、こういう総合的な学習の時間のような時間を使っています。総合的な学習

の時間での、こういう活動から教科のアクティブラーニングに使えるところが結構あるな
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と思いますので、総合的な学習の時間で、いかに教科が関われるかっていうようなことも

含めてやっていくといいかなと思っています。 

 ＥＳＤはあちこちに題材が眠っているので、ＥＳＤを使ったアクティブラーニングみた

いなようなものが柱としてあって、それで教科に使っていくといいのではないかなって、

おぼろげながら思っているところがあります。教員研修会も実施して、どういう子供を育

てたいかって議論したりすることを３〜４回開校してからやっているのですが、先生方と

全員で、卒業するときにはこういう力をつけたいねみたいな、課題解決能力だとか発進力

だとか想像力だとか、こういうのをつけたいねみたいなことを、４月の段階で話し合いま

した。 

 うちの学校の特徴は、何か共感性だとか協調性だとか、温かみを持たせたいみたいなこ

とを考える教員が多くて、人の何か傷ついているのをケアするというか、人の心を大切に

したいみたいなところにちょっと特徴があります。その指針になっているのがＯＥＣＤの

４つの技能のようなのですが、知識と技能と人格と、自分をみつめ直すというメタ認知が

キーワードになっていまして、そういったことを意識してルーブリックの設定をしまし

た。お手元の資料に、ちょっと雑なのですが、ルーブリック、段階評価を載せています。

企業ではＫＰＩなんて言っているようですが、それを１０項目、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄにまとめ

ています。本校ではこのようなところを着目して、生徒の力を伸ばしたいということで、

３年間をかけてやっていくような表になっています。寛容さ、能動的市民性がちょっと特

徴的かなと思いますが、これは学校に応じてそれぞれなのかなと思います。 

 アンケートをその５項目で、平易な言葉にして、生徒にとったりしました。まだ、今や

り始めたばかりです。 

 解のない事象への挑戦ということで、安達高校もそうですし、今のふたば未来もそうな

のですが、内的動機づけによる勉強を一生懸命やるのに、ＥＳＤや復興教育なんかがやっ

ぱり使えます。何のために勉強しているのかにＥＳＤがいろいろな影響を持っているなと

思います。テストで評価しにくい力を育成したい、生き抜く力です。ふるさと、自分の地

元、自分の学校を大切にできない人が世界なんか大切になんかできませんので、地元を大

切にし、解のない事象への挑戦する、総合的に判断して答えなんかないことが大人の世界

いっぱいありますので、最適化へ導く力をつけたいと思っています。そのためには、異文

化交流が大事です。２年目の交流も、今日の集まりのように、チームで問題を解決してい

くことがすごく大事だなっていう感じです。１人で問題なんか解決できない部分がたくさ
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んあって、初めて知り合ったチームで、どうお互いの個性を生かしながら、チーム力で勝

っていくか、いいものをつくっていくかっていうのが大事かなと思われます。 

 原発事故のときに、日本はすごい科学者を、研究者をいっぱい有しているのに、あの原

発事故をとめられなかった。その後も、どんどんどんどん悪化させてしまいました。こん

な日本が誇るいろんな技術者がいるのに、アメリカからロボットを入れたり、フランスか

ら除染の装置を入れたりしていますけども、それはチームワーク力が乏しかった、あるい

はリーダー力がなかったのかもしれません。そういったことを今後我々は子供たちにつけ

ていかなくちゃいけないなということがわかりました。具体的な目標は、入試があります

ので、小論文や面接ですが、自分たちの言葉で表現することによって、将来こうなりたい

ということを自分たちの言葉を表現して、入試をクリアしていってほしいなと思っていま

す。そして、将来、大学入試がゴールじゃなくて、通過点だという形で頑張ってほしいで

す。最終的には、愛する人を守っていく力いうことかなと思います。どうやったら守れる

のか。結局は勉強しないとだめだよと、行動しないとだめだよということにつながるかと

思います。 

 雑駁な話でしたが、以上で終わらせていただければと思います。ありがとうございまし

た。（拍手） 

○司会 柴川 

對馬先生ありがとうございました。 

 では、これから今お聞きいただいた中で、これがポイントだと思うようなことを出し合

ったり、それを深めたりしながらワークに入っていきたいと思いますので、その中で對馬

先生にもこのあたりを回っていただきながら、チャンスがあれば、先生方一人一人とお話

しするような形で進めさせていただきたいと思います。 

 

ディスカッション・ワークショップ 「ESDの日常授業における実践に向けて」 

 

○司会 柴川 

それではこれからディスカッションとワークを始めたいと思うんですが、大体４つの

グループに分けたいと思います。机がちょっと狭いですが、５～６人で１グループになる

と思うんですが、机３つ分ぐらいで１つになっていただいて、やっていただきたいと思っ

ています。机はお話ししやすいようにしていただければと思います。机を２つを合わせて
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下さい。 

 大き目のポストイットを配っていますので、余り時間がないので、先ほどのお話を聞い

て、對馬先生のお話を聞いて、ＥＳＤの授業を実践していく上で、これがポイントだった

なと思われることを１つまたは２つ、それぞれが出していって、それをグループの他のメ

ンバーで見比べて、整理していきたいと思います。 

 まずは、ポストイットを１～２枚ほど取っていただいて、ご自身の思われるポイントを

書き出していただければと思います。色は何色でも構いません。紙用のマッキ―を使って

いただければと思います。 

 ＥＳＤの授業を実践していく上で必要だと思うようなもの、それから取り組むべき課

題。先生が実践されていることと共通する部分や、またそうでない部分など。さまざまだ

と思うのですが、今日のお話を聞かれて思ったこと、１つ～２つ、ポイントを出していた

だければと思います。１枚のポストイットに１つのポイントを書いていただければと思い

ます。それでは、よろしくお願いします。 

 大体、１つか２つは出していただけましたでしょうか。 

 では、グループの中で、自己紹介などをしながら、ポイントを他の方に見せながら、ど

うしてそれを重要だと思われたのか、とか、もし実践できていないことであれば、なぜ自

分の学校あるいは自分はその実践がまだできていないのだろうか、またそういったポイン

トを今後自分としてはどのように発展させていくべきと考えるか。そういった辺りのコメ

ントをしながら、自分の思ったポイントについて、グループの中で共有していただければ

と思います。 

 時間が限られていますので、今出されたポイントについて、各グループで「大凡こんな

ポイントが出て、みんなはなぜそれが重要だと考えるのか」。それから、先ほどポイント

を出しましたが、「いかに実践していけるのだろうか」、「なぜ実践ができていないの

か」、「どう発展させていくべきなんだろうか」というところ、こういったポイントで、

短い時間ですが、話し合っていただいた点を各グループから１人、まとめて発表していた

だければ、他のグループと共有できるかなと思うのですが。いかがでしょうか。 

○司会 柴川 

 済いません、一番近くのこちらのグループではどんなポイントが出て、どういう話し合

いをされましたか。こちらの班からお願いします。 

○参加者（グループ１） 
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 失礼いたします。 

 主に、對馬先生の話を伺った後に、その中で出てきたお話の中で一番の目標は何だろう

なっていうので、ゴール、希望を持たせるっていうことになりました。そのためには何が

必要なのかなというのは、解のない事象への挑戦が出てきて、それは何のために必要なの

かっていうので、困難を乗り越えるための力であったり、活動をさせる、そしてまたそれ

を通じて物事を正確に分析し、理解するための力が必要だということです。また、それに

は何が必要かっていうので、真正の評価が必要であると。それいろいろなことも含めても

そうですけれども、僕自身感じたことは、格好いい姿も不格好な姿も含めて、いろいろな

男性の大人の方と出会って、高校生が成長していけたらいいのではないかと思いました。 

 以上です。（拍手） 

○司会 柴川 

 ありがとうございました。では、こちらの班の方お願いします。 

○参加者（グループ２） 

よろしくお願いいたします。 

 こちらの班では話し合った結果、一番重要な点としては、協力して１つのことに取り組

み、１つの最善の解を出すということが一番重要なんではないかという結論になりまし

た。やはり、ここで議論していく中で、いろいろな話があったんですが、それにやはり一

番つながっていることとして、先生も言われたように、解のない事象に取り組むことに、

これは生徒もなんですけど、学校の教員もなれていくことが大事なのではないか。そし

て、教員が上から言うのではなくて、生徒から上がってきたもの、生徒が今度やりたいと

言ったようなものを大切にして、育てていくということが大事なんではないかという結論

になっています。 

 そういうことを進めていく中で、やはり大事なものが外部、地域の方との協力というも

のが大切なのではないかということが意見として上がりました。ちょっと余りうまくまと

まってないんですが。以上でよろしいでしょうか。（拍手） 

○司会 柴川 

ありがとうございました。では、こちらの前の班の方。 

○参加者（グループ３） 

失礼します。それぞれの学校現場とか目の前の生徒をこのようにしたいと、このよう

な力をつけさせてやろうという思いがあるときに、その実践するぞという力の源になるの
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は何かっていうと、やっぱり自分自身が、生徒もそうだし、教師もそうなんだけど、持っ

てる経験とか、今回の先生のお話でしたら、震災を体験されて、そこからよりよい地域と

か、負けずにやっていこうと。やっぱり体験があるっていうことが大きいなあと。それか

ら、まず自分たちがやっていくんだ、実践、行動ありき。それから、今目の前にあるピン

チをチャンスにかえてやるんだっていう、そういう思いがやっぱり実践の源だなと思いま

した。 

 それから、それじゃあ子供たちのため、今の学校をよりよくするために実践するに当た

っての留意点として何が大事かというと、解のない課題に取り組む。いろんな人がかかわ

ってやっていくっていうふうなことから逃げないということ。そこにチャレンジするとい

うこと。それから、それらをやっていくに当たって、チームで協力したり、具体的には総

合や教科のつながりいう話が出たんですけど、やっていることをつないでいくというこ

と。それが手段、手法としてきちんとないとだめだなと、そのような話がありました。 

 以上です。（拍手） 

○司会 柴川 

 ありがとうございました。 

 では、最後に。 

○参加者（グループ４） 

失礼いたします。 

 ２枚にわたるんですけれども、さまざまなポイントがあるということで、６人から意見

が出されました。ＥＳＤの活動がなぜ重要かというと、意識の変化が行われる、意識が変

わることでいろんな行動に変わっていくからだということで、さまざまなネガティブな事

象をポジティブにできたりとかというような意識の変化が起こるから大事だという話にな

りました。 

 いかに実践をしていくかというと、こういった若い人の力の活用。高校生の力をしっか

り使っていくのもそうだし、あと体験の場っていうのをしっかり設けることで実践してい

くことが可能ではないかと考えました。 

 なぜ実践できないかというと、さまざまなアクシデントが起こったり、あとはＥＳＤの

活動というのは、正解、答えがないという難しさがあるからこそ、なかなか具体的な行動

に起こしにくいところがあるのではないかということになりました。 

 そこで、じゃあどう発展させていくべきかということで、すばらしい意見が最後出たん
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ですけれども、愛と思いだということです。有名なアンパンマンも愛と勇気だけが友達と

いうふうに歌っていましたけれども、愛と思いがあることで、それを乗り越えていくとい

うことで、抽象的ではあるんだけれども、でもやっぱりその思いが解決する上で一番大事

なんじゃないかなと。これを忘れないように、こういった交流で我々自身も変革を取り入

れることが大事なんじゃないかと感じました。 

 以上です。（拍手） 

○司会 柴川 

ありがとうございました。 

 今４つの班からすばらしいポイントが出て、そして良い論議ができたと思うのですが、

對馬先生、今４つの班の発表を聞かれまして、何か一言いただけますでしょうか。 

○對馬教諭 

 先生方ありがとうございます。本当に、改めて、「ああそうなんだなあ、そうなんだな

あ…」なんて、こちらで話をさせていただいたんですけども…むしろ何か気づかせていた

だいたようなお話がいっぱいあって、こちらの班の校長先生からの今の附箋かなあと思う

んですけど、教師が夢を語んないとだめなんだって。今の「愛」と「想い」にもつながる

と思うんですが、家庭で子供たちの周りで夢を語る存在って、テレビかな、それとも何か

のスターかな、いやお父さん、お母さんかな。お父さん、お母さんは余り語らなさそうな

気がしますね。教師しかそれを語る、未来像を語る存在ないんじゃないかな、なんて考え

ながらお聞きしてました。教師が夢を語んないと、明るい未来を語んないと。ポジティブ

っていうのも出ましたけど、明るい…？もう暗いですね、世の中。もうどう考えても。客

観的に考えると暗い方向に映りますけど、教師はやっぱり夢を語って、こうあるべきだっ

て訴えて、そのためにいろんな教育素材を使っていくっていうことなんだな、なんて。改

めて勉強させていただきました。先生方ありがとうございます。 

○司会 柴川 

對馬先生、ありがとうございます。 

 それでは、本題でした「日常授業におけるＥＳＤの実践」というところで、今グループ

からは熱い思いと、乗り越えるために教師が夢を語ったり、愛や想いで乗り越えていくと

いうことだったんですけれど、これからは皆さんにその愛と想いを発揮していただいて、

もし、来週或いは来月、皆さんの所属されている学校でＥＳＤの教員研修を行うとするな

らば。日常授業の中でＥＳＤを実践していくことを、同僚、仲間をたくさんつくっていっ
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て、チームワークを発揮させて、そしてその研修を受けることで、ＥＳＤが今こうして必

要なんだということ。この研修やＥＳＤを行うことでこういう見通しが立つっていうこと

を頭に入れていただきながら教員研修を企画するなら、どんな企画にするか、ということ

をこれからグループでプランニングしていただいて、それをまとめて終わらせていただき

たいと思っています。そのときに、岡本先生がアドバイザーとして来ていただいています

し、對馬先生もグループワークに時々入っていただきながら、意見交換をしていただきた

いと思います。その教員研修プランを皆さんの学校でするならば、ということで、１～２

枚程度の紙にまとめていただいて、最後にお互いにプレゼンをして終わりたいと思ってい

ます。 

 では、先ほどまでと同じように、ざっくばらんに意見交換しながら、どんなドリームプ

ランというか、教員研修の企画を立てれば、仲間をやる気にしたり、そして見通しと、そ

して必要性がある研修になるのだろうかというあたり。そのあたりを一緒に考えていきた

いと思います。 

 時間は、実は３時２０分にはこの場でアンケートを記入していただいて、３時半には終

了とさせていただきたいと思いますので、お互いに共有する時間を１０分ほどとったとし

ても、あと１５分―２０分弱しかありませんが、フルに時間を使って企画を立てていただ

けたらと思います。 

 

 それでは、始めてください。お願いします。 

 

※これ以後は、グループ協議の発言（抜粋）。 

○参加者 

…この実践って合致しているんじゃないかとか、ここをもうちょっとこうしたら、その視

点が伸びるんじゃないかっていうことを確認したら、それで十分じゃないかなと。はっき

り言って忙しいわけだから、１個でも研修は少ないほうがいいと思う。そんな暇あった

ら、自分の授業と学年実践をする計画を学年団で話でもしてくださいというほうがよっぽ

ど現実じゃないかなと思う。結局、幾ら言っても、言う人はぐじゃぐじゃ言うだけだし、

しない人はしないから。とりあえず、やっていることを持っていけや言ったほうが話が早

い。みんな結構考えてやっているから。すごいと思うんです、それは。 

○参加者 
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やっている人はやっていますよね。やらない人はやらないけど。でも、やっている人

は、でも自分のものしか見えてないから、周りがどういうことをしているのかということ

に多分興味はあると思います。けど、ほかの授業を見に行くってなかなかできないから。 

○参加者 

そういう機会づくりっていうのは必要ですね、そういうのはね。今京山中なんかも、

学期に１回はもう全員が公開して、公開授業研究会開いて、それをＥＳＤの視点で、じゃ

あどういう能力、態度を育てようとしている授業なのかとか、この活動はどこに焦点やっ

ているかっていうのをもう明確化させて、みんなで共有するというのをしているんです。

でも、やっぱり広がらない。やっぱり、何だかんだ言って、先生らの意識にＥＳＤって何

か新しいものっていう意識がある。言葉では、いや今やっていることをこういう視点から

見直すとか、こういうふうに見える化していくことだって頭ではわかっても、結局多くの

教師が何か別物って捉えちゃっている。 

○参加者 

何か面倒くさいなって……。 

○参加者 

面倒くさいし、何かすごいことみたいに捉える。でも、それはＥＳＤを普及している

立場の人が問題。やっぱりすごい格好いいことをしたり、「えっ、すごい！」っていう雰

囲気でやっているから。すごい時間と体力割いている人しかできないようなものに見せち

ゃうからだめ。そんなことない。 

○参加者 

そう思うから、多分難しくなる。何でこれ以上忙しく……。 

○参加者 

そうそう、絶対そうなりますよ。 

○参加者 

という人が多いでしょ。だから……。 

○参加者 

そうそうそう。それ正常な反応だと思いますよ。 

○参加者 

何か「いやだ、いやだ、何で研修させらなきゃならないのか、いつもの授業でいい。」み

たいな。 
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○参加者 

京山なんかでも、じゃあＥＳＤにすごい熱意を持ってやっている人は、もともと自分

がやっていることが教科書だけじゃつまらないから、こんな視点でやってみたいな、ある

人がやっぱり、まさにそれがＥＳＤの視点で、ここをカバーしていたんだとか気づいて、

おもしろいなって入っていく、どんどん。だから、すごい分かれちゃうんです。 

○参加者 

ですよね、それは思います。教員もある程度スキルアップしないと、厳しいですね。 

○参加者 

地球市民講座をプランするので、各教科としてどうかかわっていくかですね。地球市民講

座っていうのはもうされたことがあるんですか。 

○参加者 

ないんですけど、ほかの学校は多分してるんですよ、たしか。地球の未来とかで、何

か。地球の未来とかいう教材使って。でもそれって国際的なことを取り上げるんだけど、

それが何かどのようにかかわっているとか、公平性とか、そのようなことを考えたり、そ

の次のリーダーシップを養うような感じの授業でもあるんです。 

○参加者 

自分が研修をするということで、多分自分のもう経験とか、やったことしか語れない

ので、教科書はどの教科もあるので、教科書の題材一歩踏み込んで、もしくはもっと深
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く、とか広く扱ってみましょうっていうことで、自分が実践紹介するとしたら、英語なん

ですけど、私。１００人村の英文を読んだことがあるので、教科書に出てくるので、もう

実際に教室にビニールテープで仕切りをつくって、大陸ごとの面積比で、クラスの人数で

人数比も割って、はいアフリカ大陸にはこんなにたくさん人がいますとか、そういうふう

にもう実際教室の中でやってしまって、さらにあめを配って、富の分配の量も、アメリカ

はこれだけしか人がいないのに、こんなにあめをもらっているよ、アフリカの人はこんな

にいるけど、これだけしかないよみたいな話をやったことがあるので、その話をすると、

翌年１年生の合宿研修で、じゃあ今度は体育館で全員でやりましょうっていう話にもなっ

たりして、ちょっと広がった例でもあるんですけども。 

 あとティム・バートンの英文を読んだときに、「チャーリーとチョコレート工場」でウ

ンパ・ルンパがすごいもう黒人の、有色人種の印象をめちゃくちゃ強く出して描かれてい

るんですけど、実は何十年も前に映画化されたときは結構白人っぽいウンパ・ルンパで、

その写真を比較して出して、「どう思う？」みたいな話をやったりしたことがあります。

そこで何か論文たまたま見つけて、それでやってみたんですけれども、要するに教科書の

題材を広げたり深めたりするとＥＳＤになるんですよっていう話をしていくかなと自分で

は思いました。以上です。 

 

○参加者 

長期研修やるとしたら、まず絶対ここは欠かせないのかなと。まず一番最初に、ＥＳ

Ｄとは何で、こういうものですって紹介した上で、じゃあそれをすることによって生徒に

とってどんなメリットがあって、社会がこうよくなってとか、学校にもこういうふうにい

い影響があって、なおかつ教員にも実はこういうふうに返ってくる、というような話をま

ずして、ＥＳＤしたいなっていうふうに教員自身に思ってもらうことが一番大事かなと思

います。それをした上で、この事例がすごいっていうことで、いろんな事例を紹介してい

くかなあと。余り思いつかなかったんですけども、例えば英語の授業で国際理解教育をし

てもらったりとか、理科、社会で環境の問題を取り扱ってもらってこういう事例がありま

すよということで事例をたくさん紹介すれば、これならじゃあうちの教科でできるなって

いうふうなことを思ってもらえんじゃないかと思いました。 

 

○参加者 
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去年の世界大会の中で、一番心に響いたのが、大阪の子が何かおじいちゃんに会っ

て、それで遺言でもないけど、昔のことを聞いてあげたら、すごいおじいちゃん嬉しがっ

ていたみたいな、そんな話聞いたときに涙が出たんですけど。何かやっぱり持続可能性と

か考えるときに、自分もうちょっとで死ぬなと思ったときに、何を自分の子供とかに言う

かなっていうところが何か肝のような気がしていて、例えば自分の学校を転勤するとき、

あと２週間ぐらいとかっていうときに、何をここへ残すんだろうみたいな話が過去にあっ

たら力強いかなと思って、いわゆる死に際の遺言を考えるんですけど、教科に落とし込ん

で、自分のこの教科で何を伝えたいのかなっていうところで、もう自由にやっていいから

みたいな習慣を作って、そこで自分の教科で一番この生徒に伝えたいことを引き出して。

多分そうしたら、感じ取れるようなものがちょっと出てくるかなと… 

○参加者 

教科っていうことなので、何かちょっとよく、どう表現したらいいんかわからないん

ですけど、要は各教科の先生が参加してるわけじゃないですか。だから、その教科とじゃ

あ実社会がどうつながっているのかっていうのを、教員は当たり前なのでわかっているん

だけど、それを多分子供にうまく伝えられてないんじゃないかなっていう気がするんです

よね。だから、その具体的な部分というのを各教科でどんどんどんどんピックアップして

もらって、それが要は社会につながっている、教科と社会がつながっているわけだから。

それをより具体的にしていったら、ちょっとＥＳＤ見えてくるんじゃないかなっていう気

がするんです。当たり前なんだけど、実はこのつながりっていうのが、イメージできてい

るつもりが、生徒に伝わってない。だから、生徒に伝わってないから、生徒もよくわから

ないし、だからどのぐらい各教科、僕は国数英社理ではないので、どんな授業を皆さんさ

れてるのかわからないですけども。時々数学の先生なんかと話ししていたら、これはこう

いうふうに使えるんだよ、みたいな。へえ、そう聞いたら、これやる気になるけどなとか

いう話を時々するんですけど、何かそんな感じでやっていくのが実はいいんですね、現実

社会の中ではESDであるみたいな。何かつながっていかないかなっていう気がしました。 

○参加者 

何か教員って、新しいことをやれって言うとすごく嫌がるんですよね。だから、教員

研修するって言ったら、めちゃくちゃ嫌がると思うので。間違いなく。年間計画って、計

画を立てろって言うと嫌なので、去年をやったことをずっと、要するに結果ＥＳＤカレン

ダーみたいなのを出して、それでこれを使うんですよ。例えば、この教材は、私高校なの



- 24 - 

で、この教材は未来にかかわるようなことをやりましたと。この教材の中で言われている

のは多様性ですよって、こういうアイコンでそれぞれ年間計画の中に落としていったもの

を全部の教科でどんとまとめると、多分それぞれの教科にこれが散っていると思うんです

よ。散っているので、じゃあこの教材とこの教材と、高校なんか割と入れかわりきくの

で、入れかえちゃうと、例えば国語でやったことが家庭科につながっているよねとか。数

学が、実は数学ってＥＳＤに使えないとかってよく言われるんだけど、数学って基礎的な

部分の解析とか、グラフの解析とか、あんなところってすごく予測を立てるとか、そんな

のもあるので、数学でデータ解析のことやりました。何か負の相関とか正の相関やりまし

た。じゃあ、アンケートとります。ドットでグラフに落としてみて、その結果を分析して

みたらデータ解析できると。だから、新しいことやるんじゃなくて、とりあえずニーズ、

ユース、メリットっていうのを我々がもっと自覚化しなきゃいけないので、やっているじ

ゃないか、こんなことやっていますよねっていうのを意識させるところから始めるといい

のかなと思います。 

 

○参加者 

・・・割と高校って、個人商店じゃないけど、お互いのこと知らないんです、何をやって

いるか。まず、そこの教科の横軸というか、縦軸というか、軸をつくってやるといいのか

なあと感じます。 

○参加者 

このアイコン、今これスキャナーでとって、ポスターセッションのポスターに張れる

ように。実践報告会でもいいし、しようと思って。このマークがあると、ぱっと目につく

しと思うんです。 

○参加者 

ユニバーサルですよね、このマーク。これいいと思います。特許取ったら、絶対買い

ますよ、これ。欲しくないですか。 

○参加者 

これもなかなか刺激的ですね。もし今日一日の命だったらって考えて、やれることを全て

やるなんて。やっぱり毎日大切にしなくちゃいけないのをふっと忘れちゃいますよね。 

 

○参加者 
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これも大事だなと思ったんですよ。社会生活につながる、何かリアルなものってなくっ

て。 

○参加者 

キャリア教育につながるのか。 

○参加者 

英語で、それこそこんな人権の話を英語で聞いてて、現社でやったりして、それってもう

見事にリンクしている感じだから。それが市民講座みたいなことにつながっていくでしょ

うし。 

○参加者 

数学は実際どうですか、ＥＳＤ。 

○参加者 

ＥＳＤ、それはもう完全に未来予測だと思うんですけども、関数って全て未来予測。だか

ら、過去から未来までの予測を、時間をＴであらわして、その何年後かにどうなっている

かとか、死亡分析とかも・・・・ここの成分がどんなに減っているかとか、死亡推定時刻

を推定するとか、何年後にはエネルギーがこうなっていてとかいう予測すれば…。 

○参加者 

どの関数を選ぶかっていう、その前提がすごくおもしろそうですね。直線なのかとか。 

○参加者 

人間的に、足すとか引くとか割るとか掛けるの力。力ですよね。足す力、引く力。何かい

ろいろ減少とか増加とか出てくるけど、先程のネガティブ・ポジティブじゃないが、引く

力にこんな力がある。 

○参加者 

数学の中ですか。 

○参加者 

何かそんなのあったらおもしろいなとか。 

○参加者 

常に足すとか掛けるだけがプラス表現ではないという。 

○参加者 

村に人が少なくなることですごく力が… 

○参加者 
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マイナスを足すみたいな感じですかね。マイナスとマイナスを掛けるとプラスになるんで

すよね。 

○参加者 

…体育どうつなげるだろうなあ。 

○参加者 

それは健康とかで、こんなのはまさにチームワークとか、あとはこんなんもそうだし。結

構最近、何かもう、運動ができればいいってもんじゃないから、こういう部分であった

り、結構入ってきますよね、やっぱり。 

○参加者 

体育って、やっぱりチームワークだと思うところがあって。能力みんなばらばらなやつの

最適なところを引き出し合って、相互作用してチームとして  。それって、そういうと

ころで学んできたような気がする。ここは出過ぎちゃだめみたいな。 

○参加者 

多様性もありますよね。いろんな子たちがいるっていうね。結構。 

○参加者 

トップアスリートの人種構成、結構偏りあるじゃないですか。でも、今回ラグビー、日本

人が大躍進遂げたわけだから、日本人がいかにその競技を頑張るかっていう課題解決学習

になっちゃうみたいな。いかに体力伸ばすのか。 

○参加者 

体力的には劣っているんだけども勝っちゃうみたいな。 

○参加者 

そうですよね、女子バレーなんかはね、ありますよね。 

○参加者 

何でバク転ができないのかって、批判的思考力ですよ。ここで手が曲がるからだとか。 

 

○司会 柴川 

それでは、残り時間も少なくなりましたが、各グループから、同僚をやる気にさせ、必要

性と見通し感のある教員研修プランが出たかと思います。 

 今度は、順番は、先ほど一番最後だったグループから先に発表していただければと思い

ます。どのような教員研修プランが立ったでしょうか。２分程度でお願いします。 
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○参加者（グループ４） 

 教員研修をする上で、まずはＥＳＤとは何か

っていうことと、ＥＳＤをすることでどんなメ

リットが生徒にとってあって、学校にとってあ

って、さらに教員にとってあるのかっていうの

をやはり伝えて、理解してもらうことが必要か

と思います。 

 それを伝えた上で、具体的にじゃあどういう

ことが言えるのかっていうことで、たくさんお

もしろい案が上がってきました。 

 例えば、各教科、死に際の遺言を考えてく

れ。例えば、数学も、あと２週間であなたはこ

の学校を去ります、じゃあ何をあなたは教えま

すか、生徒に教えますかっていうのはかなりＥＳＤ的な内容が出てくるんじゃないかって

いうことで、アイデアが出てきました。ほかにも、世界がもし１００人の村だったらの英

文を実際に英語で使ってもらったらどうかとか、地球市民講座を実際プランニングするよ

うな研修をしてみたらどうかとか、あとは各教科で一般的な社会生活にどういうふうにつ

ながっているかというのをピックアップしてもらって、それを授業に落とし込むっていう

ような話をしてはどうかということがありました。 

 こういったことを具体的事例として挙げて、最後に、自分の教科で今年一年間実施した

計画ですね。各教科での計画っていうのを、じゃあ実際にＥＳＤ的につながっていなかっ

たですかっていうことを振り返ってもらうことで、実は知らず知らずのうちにＥＳＤ的な

ことをしていたんじゃないかっていうふうに教員が気づけば、それを次から意識して、Ｅ

ＳＤ的な授業っていうのを実践していってくれるんじゃないかということで、こういった

ことを最後に持ってこようというような話になりました。 

 以上です。 

○司会 柴川 

ありがとうございます。 

○参加者（グループ４） 
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私からの話は以上です。（拍手） 

○参加者（グループ４） 

我々がつくったわけじゃない、これ岡本先生につくっていただいたものなんですが、

ＥＳＤの構成概念って言われているもの、それからつけたい力、６つの構成概念、７つの

能力、態度ですが、これを結局可視化する形でいろんなところに当てはめていくと、それ

ぞれリンクが見やすいんじゃないかということ。だから、数学の中で批判的思考力を働か

せているところもある、国語の中でも働かせているところがあるというと、何か個人商店

みたいにばらばらになっている高校の授業が何か軸で結ばれないかなということ。それが

教員研修の中でＥＳＤの自覚化にもつながっていくんじゃないかということです。 

 以上。（拍手） 

 

○参加者（グループ３） 

私たちのグループでは、ＥＳＤ

を新しいものというふうに捉える

のではなくて、今ある授業の中で

ＥＳＤに合致しているようなとこ

ろがたくさんあるんじゃないのか

なと思い、まずはそれを見直すこ

とから始めようと思います。ＥＳ

Ｄの視点に合致するものを、こう

いうのがここにありますけど、こ

のようなどこかの授業に合致しているんじゃないのかなということで、まずはそれを見つ

けようと。 

 さらに、その中でもっと伸ばせるようなところだとか、補っていったらもっとＥＳＤと

して充実するんじゃないのかなというようなところ、新しい発想をみんなで共有して、じ

ゃあそれに対して、自分の知識力もアップすることはもちろんなんですけど、チームでど

うやってサポートできるか、教員同士のチーム力をもう少し補い合いながら、理科教員だ

けで何とかするとかではなく、社会の先生がサポートするとかっていう形で、みんなでそ

の授業を一つずつをよくしようと。 

 さらに、今ある授業にそれを加えていこうと、そこからフィードバックをもっとするべ
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きなんじゃないのかなと考えています。今の中では、フィードバックちょっと少ないので

はないのかということで、じゃあ生徒が一生懸命ＥＳＤの授業の受けて、アクティブラー

ニングだとかいろいろやっても、じゃあ今度それをもっとよくするためのフィードバック

を教員がどうやったら生かせれるのかということと、あとフィードバック、意見をもらい

やすい、発表しやすい、子供たちがもっと意見を発表しやすい雰囲気をつくって、もっと

フィードバックをして、新しい授業、新しいというよりかは、よくなった授業、ＥＳＤと

して充実した授業をできるんじゃないのかということを考えていこうというのを研修プラ

ンで考えました。 

 以上になります。（拍手） 

 

○参加者（グループ２） 

 まず、ＥＳＤですけど、そもそもＥＳＤって何だってなったら、なかなか答えが見つか

らない。それはなぜかというと、幅広いからだそうです。そうすると、ＥＳＤって何って

考えさせた時点で、先生たちは、もうそんなのはわからないからいいやってなってしまう

人のほうが多い。そうじゃなくて、それを逆手にとって、自分たちの授業は実は持続可能

なんだっていうことに先生たちに気づかせてもらうのが大切かなと。自分が今教えている

教科が実はずうっと生徒たちが使えるスキルになるって、それを知っただけで先生たちに

とってはいいモチベーションになるじゃないかというところがありまして、ＥＳＤの精神

っていうものをしっかりと先生たちに教え込ませる、理解してもらうっていうことが大切

かなあと考えました。 

 具体的には、例えば今日やられているような、合

同で、何校かと合同で。例えば、１校だけだとやっ

ぱり限界があると思うんですけど、いろんな学校が

かかわり合うことで、それぞれの学校が相乗効果で

高まっていくことができるんじゃないかなと思いま

す。大の大人がステージに立って話しても、先生方

半分ぐらいは寝ちゃうと思うので、そうじゃなく

て、生徒が今日みたいに発表する。生徒の発表っ

て、先生やっぱり寝ないんですよね。やっぱりしっ

かり聞くんですよね。だから、生徒にまずは発表し
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てもらって、各校の取り組みについて発表してもらう。その後に、交流会で先生同士もも

ちろんそこで交流しますし、生徒同士も今日みたいに交流すると、生徒同士の中からＥＳ

Ｄってこういうものだよねってアイデアが出て、それが教師に対してもいい影響力が出る

んじゃないかなって。 

 ゴールとしては、やはりＥＳＤの精神を持っていたら、ふだんの授業でもちょっと変わ

ってくる。例えば、数学とかだと、連立方程式・・・余り使わないですけど、そうじゃな

くて、これは考え方の授業だと。考え方は、一つの物事に対する考え方はいろんな方面か

ら見ることができる。それは数学の授業で教えているんだっていうことをつけ加えるだけ

でも、生徒たちの授業に対する意識っていうのはもっと高まりますし、それはまさにＥＳ

Ｄの考え方じゃないかなというところで話をしました。 

 以上です。（拍手） 

○司会 柴川 

ありがとうございました。 

○参加者（グループ１） 

それでは、失礼します。山口県の宇部工業高校から来たイワタニと申します 

 今回、具体的な本校で、今真締川の清掃作業、学校の前を真締川という川が流れている

んですけど、この清掃作業をやっております。それで、本校ＥＳＤ、今回僕が余りわから

なかったので、ちょっとこの研修会に参加させてもらって、当然学校の教員のほうもそこ

までＥＳＤを意識したようなことはやっておりません。今回は、この真締川をなぜきれい

にする必要があるのか。清掃活動からつなげて、どうＥＳＤにつなげた話ができるかとい

うことを考えてみました。 

 それで、これまでどう実践してきたかってい

うのを、結果を踏まえて、どのような課題があ

るかをまず最初に教員全体で見出せたらいいか

なと。具体的な例としては、困難な課題とし

て、生徒が自主的に取り組まないと、こういう

のが上げられます。これを自主的に取り組ませ

るためにはどうしたらいいか。これを教員が、

このような今日研修会開いていますけども、こ

のような形でグループワークをして、それでそ
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の課題について具体的な例を生徒に示してやることで、生徒のやる気にもつながります

し、それをもとに教員側のやる気にもつながってくるんじゃないかと思っております。 

 それで、今回それをステークホルダーと教員が連携ということありまして、それを具体

的に考えていくと、地域との連携。例えば、川を流れた後の企業との連携、それから川の

周りの地域との連携。そういうことから、ＥＳＤはいろんなところに広がっていくんだよ

っていうことを教員が理解できるんじゃないかなと思って、今回このような形でとらせて

もらいました。 

 以上です。（拍手） 

 

〇司会 柴川 

ありがとうございました。 

 それでは、魅力的な教員研修プランが出そろったところで、もう時間が少ないんですけ

れども、最後に一言、岡山理科大学のオカモト先生より、本日の感想を    言葉をい

ただきたいと思います。 

 

○アドバイザー 岡本弥彦（岡山理科大学） 

 失礼します。岡山理科大学の岡本です。 

 今日は、この分科会ですね、前半は對馬先生に貴重なご講演いただきましてありがとう

ございました。後半は、先生方本当に、皆さん主体的に、なおかつ共同的にワークショッ

プを展開していただいて、短い時間でしたけど、かなりいろんな制度が見えてきたんじゃ

ないかなと私思いました。 

 もう余り時間ないんですけども、ここですね、ＥＳＤを同僚にどうやったらやる気にさ

せることができるか。当然、これいろいろ難しいと思うんですけど、私は大きくやっぱり

２点上げたいと思っています。大体、もう今までの各グループのお話で出たんですけど

も、１点目はやっぱりＥＳＤがわかりにくいから、ＥＳＤとは一体何か、どこがＥＳＤな

のかっていうところをやはりわかりやすく伝えていく、普及していく必要があるんじゃな

いかなと思うんですよね。先ほど内田先生が、あそこにマグネットを張っていただいたり

もしたんですけども、もう皆さんよくご存じだと思うんですけど、国立教育政策研究所が

こういうリーフレット、最近はまた新しいのを１つ出していますけど、こういうものの作

成にもずっと私関わらせていただいていまして、それで要するにＥＳＤっていうのはなか
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なかわかりにくいんだけど、いわゆるＥＳＤの視点っていう言葉がよく使われますから、

だからせめてそこを何かガイドラインに当たるようなものを作成して、それでもってまず

ＥＳＤを普及していったらっていう、そんな趣旨でこういうものをつくりました。割と多

くの学校でこれ取り入れてくださっていまして、ですから今あそこでマグネットを張って

いただいたんですけども、やっぱりＥＳＤの視点っていう言葉だけだったら、どうも曖昧

ではっきりしませんから、６つの視点ですね、構成概念とか７つの能力、態度とかってい

うものがありますから、ああいうもので、いわゆる視覚化ですよね。自分たちでやってい

る取り組みを視覚化し、それによって今度、特に中学、高校は教科も縦割りになりがちで

すから、教科を超えて、教科連携をしながらやっていく上では、やはり視覚化していくこ

とが大切だと思います。それがＥＳＤ本来の教科連携にもつながると思うし、もっといけ

ば、いわゆるホールスクール・アプローチ。学校全体だとか。それから、ＥＳＤをやるこ

とでカリキュラムマネジメントも進んでいくなんていうふうな、そういうことも出てくる

可能性もあるかなと思っています。ですから、１点目はやっぱりこのＥＳＤの視点の可視

化っていうものを広めていくことかなっていうふうに思っています。 

 それから、２点目は、これもどっかのグループにありました。やっぱりＥＳＤをやるこ

とをメリットっていうものをしっかりＰＲしないと、ＥＳＤやったって、何か苦労ばっか

りだっていうんではやっぱりいけないわけでしょうから。特に、高校の場合だったら、Ｅ

ＳＤのメリットをどこに置きたいか。これも一つはやっぱり学力っていうところにぶつけ

たいと思うんですよね。文科省の学力調査、小・中学校のほうでは、もう先生方ご存じだ

と思うんですけど、総合的な学習で、しっかり探求活動をやっている学校のほうが、Ａ問

題もＢ問題も高得点なんですよね。それはどっちが後先かわかりませんけども、でも少な

くとも、やっぱりこのＥＳＤが求めているような、いわゆるアクティブラーニング…そう

いうものをやっていくことが、探求力とか問題解決力の向上にもつながるし、いわゆる基

礎学力のほうにも反映してくるっていうのがやはりあるんじゃないかと思うんです。です

から、ＥＳＤをやることがやはり子供たちの広い意味での学力、当然その中には受験学力

も含まれると思うんです。そこの向上にもつながっていくんだっていうようなことがもっ

とＰＲできれば、ＥＳＤも推進するというか、同僚の先生方にもやる気を持っていただけ

るんじゃないかなと思っています。だから、逆に今日お越しの先生方の学校では是非、Ｅ

ＳＤを推進かなりもうされていると思うんですけど、今度はそれが自校、自分のところの

学校の生徒たちの学力にどう結びついたかっていうようなこともしっかり評価をしていた
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だいて、また発信をしていただけると、そうしたらＥＳＤの推進につながるんじゃないか

なと思っています。 

 すみません、まとまりのない話だけども、是非先生方これからも各自、学校、各地域の

ほうでＥＳＤ推進にご尽力いただければありがたいと思っています。今日はどうもありが

とうございました。 

 

〇司会 柴川 

 ありがとうございました。それでは、閉会にしたいと思います。最後に今日、とてもお

忙しい中遠くからお越しいただいて、心の温まる、そして勇気の出るプレゼンテーショ

ン・報告を聞かせていただきました對馬先生に、拍手でお礼の気持ちを表したいと思いま

す。本当にありがとうございました。（拍手） 

 それでは、ここで解散にさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 



                  付 録 

 

 

プレゼンテーション資料 

 

 

１． 「ＥＳＤの視点に立つ教科学習の展開」 

    ～宇宙空間の概念を広げ，自然観を豊かにする理科学習を通して～ 

岡崎市立男川小学校        稲垣 裕子 教諭 

 

２． 「ＥＳＤの推進および授業改善」  

～未来につなぐ地域連携教育～ 

大田区立大森第六中学校        柴崎 裕子 教諭 

 

３． 『復興教育からのＥＳＤ～新教育プログラムへの挑戦』 

福島県立ふたば未来学園高等学校 對馬 俊晴 教諭 



愛知県立岡崎市立男川小学校 稲垣裕子

ＥＳＤの視点に立つ
教科学習の展開

http://www.unesco.org/new/en/unesco/
http://www.unesco.org/new/en/unesco/


構築する担い手

思考力
判断力

表現力

持続可能な社会

教材の
つながり

人の
つながり

能力・態度
のつながり



めざす子供像

地域や周りの「人・もの・こと」との
「つながり」に気付き，周りの人々と
協力し，共に生きる未来のために進ん
で考え，行動できる子



ＥＳＤの視点に立ち，教科・領域を関連させ，
大単元を設定する

教科の学びと今日的な課題のつながりに気付き，
共に生きる未来をつくろうとする
姿につながるであろう．

仮説１

研究仮説



「ひとり学習」を基盤にして｢関わり合い｣や
｢振り返り｣を重視した授業展開の工夫

子供たちの思考力・判断力・表現力が高ま
り，課題解決に迫る資質・能力が身に付くで
あろう。

仮説２

研究仮説



ＥＳＤの視点に立った学習指導で
男川小学校が重視する能力・態度

① 批判的・建設的に考える力
② 見通しをもって，具体的な解決方法を見

いだす力
③ 多面的・総合的に考え，本質を見抜く力
④ 気持ちや考えを表現し，伝え合う力



ＥＳＤの視点に立った学習指導で
男川小学校が重視する能力・態度

⑤ 他者と協力する態度
⑥ つながりや多様な価値観を尊重する態度
⑦ 進んで参加する態度
⑧ 地域や伝統文化を大切にする態度



教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数 　　　　　

理科

社会

総合

特活

道徳

音楽
図工
体育

春の自然

折れ線

グラフ
角と

その大きさ

元 気 調 べ （ 相 手 意 識 を も っ た 関 わ り 合 い ）

季 節 と 生 き 物

わたしが選んだ

今月のニュース

夏の自然 秋の自然 冬の自然

案内係に

なろう

わたしが

考えたこと
調べたことを

報告しよう

一億を

こえる数
整理の

仕方

直方体と

立方体

電池の

はたらき とじこめた空気や水

星の明るさと色

ものの

温度と体積

ものの

温まり方

星博士のお話

宇宙の不思議を探ろう ～わたしたちが生きる地球と宇宙のつながりを見つめて～

プラネタリウム来校
・春，夏の星座の見つけ方
・今夜の男川の空
・星の明るさと色

ロケット

発射実験

ふたご座流星群観察

「この星」の博士を
目指して

・課題の星を調べる
・ポスター作り

地球の

歴史を知ろう

（生命の海科学館）
・地球は宇宙に

浮かぶ星

・月も星

・太陽も星

・地球と月と太陽

の位置関係 男川ユネスコ
フェスティバル

ふるさとを愛した歌人 ふるさと紹介

わたしたちが暮らす男川の星空を見上げよう

星博士の話①
・いちばん明るい星って何
・太陽系惑星の見つけ方

ふるさと地球を守れ討論
・星空から考える
わたしたちの暮らし

わたしたちの心を育ててくれるふるさと

月の動き 星の動き

すがたを変える水

自然の中の水

星
空
観
察
会

・
半
月
・
夏
の
大
三
角

・
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星
・
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輪

・
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座

もっと知りたい！ 月や星の不思議

宇宙博士の話
・３Ｄ映像で宇宙空間を実感

地球にとって，月は特別な星
・月の形の変化観察
・月の動き方観察
・月の模様調べ
・星座の動きとの違い
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観
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会
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Ａ
月
博
士
の
話

・
月
の
実
際
の
姿

・
地
球
と
月
の
関
わ
り

星博士の話②
・流星群観察のこつ

地球と宇宙の
つながりを見つめよう

ポスターセッション準備

世界一美しい

ぼくの村
みんなで

新聞を作ろう

ＥＳＤカレンダー



４年 理科・総合的な学習の時間 重点単元指導計画



専門家の授業

知的好奇心を刺激

追究の糸口
新たな視点



男川ユネスコフェスティバル

学びの共有

教科学習と自分の
生活とのつながり



朝の元気調べ

相手を意識して

・納得させる表現
・建設的な関わり合い



ひとり学習

・視点を与える個別支援

・得た情報を活用させる
個別支援

子供の迷い・つまずき



関わり合い

・類似点や相違点を
関連付けた思考,
判断,表現＿

互いの考えを比較検討



振り返り

・新たな見方＿
・考えの深まり

建設的な関わり合い



ひとり学習

関わり合い

振り返り



ＥＳＤの視点に立って

・環境や暮らしに
役立つ

・身の周りの今日
的な課題

教科の学び



宇宙空間の概念を広げ、

自然観を豊かにする理科学習

宇宙空間の概念を広げ、
自然観を豊かにする理科学習



目指す子供の姿

自ら自然に関わり，興味・関心を高めながら観察・実験
を続け，結果を関係付けて考えることができる子供

科学的根拠をもった思考を通して、豊かな自然観を獲得
できる子供



星に親しむ

観察の視点

移動プラネタリウム



星に親しむ

結果の共有

夏の星空観察会



技能を高める

教具の工夫

透明シート



技能を高める 大型シート

教具の工夫



思考・判断・表現 建設的に関わり合う

比較検討 違う結果の原因を考える→高さや方位のずれ

観察位置と目印の固定・こぶし０の腕を固定



思考・判断・表現

比較検討 違う時間帯に観察した結果をつなげて

関連させて関わり合う

東から昇り，南の高いところを通り、西へ沈む。



思考・判断・表現

比較検討 形が違う月を観察した結果を関係付けて

視点を変えて関わり合う

どの形のときも、同じ動き方





７月11日 ７月12日 ７月13日

同じ時刻に観察すると、前日より東にずれる。

毎日約１時間ずつ月の出がおそくなる。

満月はいつも夜に見える。三日月は夜見えない。



専門家から

宇宙空間概念

３Ｄ 宇宙の旅



不思議を実感

天文現象

皆既月食観察会



専門家から

月の実態

「かぐや」の映像 モデル



実感を伴う 地球がソフトボールなら

モデル探し



実感を伴う オリオン座を構成する星

立体モデル



探究のまとめ

学びの発信

ポスターセッション



地球環境

ESDの視点

宇宙から見えてきた地球の姿



成 果

・プラネタリウムを活用した観察視点の支援
・星空観察会での支援や情報の共有
・他者の見方や考え方との関わり合い

宇宙空間概念

宇宙という自然
地球の今の姿

関係付ける科学的思考力

・専門的な知識と最先端の宇宙情報
・モデル作成

・ポスターセッション
・地球とのつながりという見方や考え方



課 題

ＥＳＤ学習のこれから

理科学習のこれから

・実感につながる教材教具の開発
・短期間の観察では情報が不足
・天候に左右される観察計画
・授業時間外の観察には限界

・教師のＥＳＤの視点のとらえ
・教科学習との関連の見通し
・教師の子供の見方や考え方の見取り
・ＥＳＤ学習の系統的な関連の見通し



ご清聴ありがとうございました。



ユネスコスクール研修大会

ＥＳＤの活動を通して

ー自己肯定感を育む活動ー

大田区立大森第六中学校



東京都大田区

２０１１年１月１１日
ユネスコスクール加盟





江戸名所百景 千束の池袈裟掛松
歌川 広重〔初代〕
大田区立郷土博物館所蔵

洗足池



東京都大田区立大森第六中学校



本校の学習環境

学習意欲は
ある

でも、何をしたらいいの
かわからない



ユネスコスクールに加盟

学習指導要領で推進
持続発展教育（ＥＳＤ）
Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｆｏｒ
Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ
Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

http://portal.unesco.org/education/en/ev.php-URL_ID=7366&URL_DO=DO_TOPIC&URL_SECTION=201.html
http://portal.unesco.org/education/en/ev.php-URL_ID=7366&URL_DO=DO_TOPIC&URL_SECTION=201.html


持続可能な社会の担い手を育む教育
20年～30年後の姿

生きる力、学びの本質



ユネスコスクール 六中

ユネスコスクール最優秀賞
環境教育農林水産大臣賞
東京都教育委員会表彰



ESDの成果
Research subject



六中の優れて
いること

自己肯定感
（文部科学省全国学力実態調査）



自己有用感の高まり



自己肯定感の高まり



人を思いやる気持ち



学校の規則を守っている。



六中の教育

キーコンピテンシー
（ＯＥＣＤ）

経済協力開発機構（パリ）の教育分野で必要で
あると考えられる問題解決能力



ＥＳＤの推進及び

授業改善

研究主題



Education

for

Sustainable

Development

ＥＳＤの意味



まず、思い描いて

ください

隣の人と、

シェアしてください

人それぞれ違う

「幸せと感じるとき」



「環境的要因」

「社会的要因」

「経済的要因」

「精神的要因」

「文化的要因」

村長さんになって考えてくださ
い



経
済

環
境

精
神

社
会

文化
教育の質





SDのための教育



ESDの概念
人を取り巻く環境に関する概念
 多様性
 相互性
 有限性
人の意志・行動に関する概念
 公平性
 連続性
 責任制

「学校における持続可能な発展のための教育に関する研究」
国立教育政策研究所



力と態度

批判的に考える力

未来を予測して計画を立てる力

多面的、総合的に考える力

コミュニケーションを行う力

他者と協力する態度

つながりを尊重する態度

進んで参加する態度

「学校における持続可能な発展のための教育に関する研究」

国立教育政策研究所



ＥＳＤの推進
及び授業改善

研究主題



授業改善の３分科会

思考力

コミュニケーション

ESD の態度



ESDの推進及び
授業改善

未来につなぐ地域連携教育

「思考力分科会」



思
考
力



①何を知っているか、何ができるか
（個別の知識・技能）



②知っていること、できることをどう

使うか（思考力・判断力・表現力）

③どのように社会・世界と関わり、

より良い人生を送るか

 （人間性や、学びに向かう力等）
文部科学省教育課程企画特別部会「論点整理」による

新しい学習指導要領における
育成すべき能力・資質



批判的に考える力

課題の解決方法は、一つ
だけでないことを意識し、
自分の考えや、他者の考
えを協働して吟味し、より
良い解決法を見いだして
いく力



未来を予測して計画を立てる力

より良い未来像を共有化
し、それに向けて

どのようなスキル、ステッ
プが必要かを協働して考
え実行していく力



多面的、総合的に考える力

情報を他者と共有しながら、
互いの考えの共通点や相
違点を理解し、共感したり、
統合したりしながら課題を解
決する力



成果
授業における焦点化

教
科

単元 伸ばしたい力

理
科

気体の性質 批判的に考え
る力（クリティ
カルシンキン
グ）

美
術

季節の色 未来像を予想
して計画を立
てる力

社
会

平安時代の
民衆の力

多面的・総合
的に考える力

「水素と二酸化炭素はどちらが重いか」をテーマとし、
グループワークを行う。
・実験法をグループで話し合う
・図や文章で実験法を表現し発表、質疑、意見交流
する。
・他のグループの実験法を参考に、再検討・実験を行

・グループでの話し合い、発表準備
を重視する。

・季節を感じる色や形を想像し、平面構成のスケッチ
をする。
・スケッチを元に、効率の良い作業手順を考える。
・生徒相互でスケッチを鑑賞し合い、作品の良い点や
改善点を考える。
・計画的に丁寧に着彩し、平面構成を完成させる。

・色の種類や数、構成の位置関係を
考え、どの色から着彩を行うのが効
率的かを理解させる。
・自分以外の客観的な価値観によ
り、よ　り良い作品のヒントとする。

尾張国郡司百姓等解文を題材に「平安時代に農民
の権利は守られたのか」というテーマについて話し合
う。
・朝廷が下した判決について予想しその根拠を、個
人→４人　グループ→コの字形で発表、質疑、意見
交流。

・朝廷、国司、農民の視点から意見
をまとめるため、既習事項や時代背
景の確認させる。

授業内容・形態 留意点



課題の発見と解決に向けて主体的・

協働的に学ぶ学習

アクティブラーニングの取り組
み



ＥＳＤカレンダーでの位置づけ

どの思考力をどの単元で

教育課程全体での見通し

今後の課題

アクティブラーニングの手法の開発

「思考力」の評価法の検討



ESDの推進及び
授業改善
未来につなぐ地域連携教育

「コミュニケーション分科会」



コミュニケ
ーション



多様な価値観、異なる文化や歴史

に立脚する人々と生きる

「多文化共生」

課題解決

コミュニケーション
を行う力



コミュニケーションを行う力

聞く力
発想力

論理力

批判的思考力

コミュニケーションを行う力



様々な形態
討論会、ディベート、ゲーム、スピー

チ
ペア活動、グループディスカッション

グループの人数
2人、４人、６人 など

書くことも重視

５つの力を育てるために



授業の様子

４人グループが有効



ワークシートを使う



ホワイトボードが有効



発想力、批判的思考の向上

表現力の向上

人間関係の構築

自己肯定感、達成感

コミュニケーションをとる楽しさ→自信

次につながる

成果



継続

興味関心 のあるテーマ

全ての授業、行事等で取り組む

コミュニケーション 「考える」機会
を 増やし、他者の様々な考えを聞くこ
とで自分の考えを深めることができる。

今後の課題



ESDの推進及び
授業改善

未来につなぐ地域連携教育

「ＥＳＤの態度分科会」



ESDの態度



ＥＳＤの態度分科会

持続可能な担い手として必要な資質

・他者と協力する態度

・つながりを尊重する態度

・進んで参加する態度



・異文化を拒まない

・命を大切にする

・積極的に関わる

「求める生徒の理想像」



「平和」

ＥＳＤの
態度分科会

授業改善のテーマ



「平和」に関する概念の共通理解



クロスカリキュラム



① 生徒に考えさせたい

「持続発展的な平和な世界」のイメージ

ＥＳＤの態度分科会 取り組みの成果



② ユネスコスクールとしての

行事の理論づけ

ＥＳＤの態度分科会 取り組みの成果



③ 「横断的な学習の実践」

ＥＳＤの態度分科会 取り組みの成果



①「平和」に関する概念

規定の精査

②ユネスコスクール以外で

の実践

③クロスカリキュラムの

完成

ＥＳＤの態度分科会 今後の課題



生徒の変容の確認

どのような態度を・・・ 生徒に身に付けさせるか



環境教育
Environmental education



ボランティア活動

農援隊の発足



農援隊の由来

（学校を）よくし隊

（幕末の志士 坂本竜馬）

農援隊
現在170名が登録



全校生徒の活動

始業前の活動



毎週金曜日は、洗足池清掃



始業前に落ち葉はき

勝海舟夫婦のお墓



ミミズコンポスト





夏休み
キレイキレイ活動



小中一貫洗足池清掃



小中自然講習会
ボート教室



人と環境

グリーンカーテン

ミミズコンポストの
腐葉土で、

ゴーヤグリーン
カーテンづくり



全校生徒で育てた
ゴーヤでつくった

ゴーヤ入り
かき揚げうどん



人と自然

•ホタル復活プロジェクト

Ｈ２２度 水生植物園完成

水生植物園の造園



ホタルの

幼虫放流式

第１回ホタル放流式



人と自然

ホタル復活プロジェクト

昨年度の放流の様子
地域の方が約200名



人と自然

2年連続、ホタルは１００匹以上が光った



人と自然

•ホタル自生

昨年の幼虫が自生し
て、光を放つ。

３年目にして自生成功！



さらに、

自然の力で

水質浄化



人と自然

いかだづくり イグサ ミツガシワ カヤツリグサ フトイ カサスゲ
ハナショウブ ミント アサザ ミソハギ 空芯菜



人と自然



持続可能な社会の担い手

大岡山駅前花壇





大岡山駅前花壇



この功績が実を結び

東京都都市緑化基金

助成認定校

平成25年度～27年度



地域の祭に参加



江戸伝統野菜馬込三寸人参



震災による写真の
洗浄プロジェクト



身についてきた
ボランティア活動



防災教育
Education for  disaster prevention



地域貢献

学校避難所開設訓練





まちなか点検
11自治会、
消防署、
消防団と共に







災害用電話設置 仮設トイレの設置

炊き出し 学校避難所開設



けが人の手当て バケツリレー

救命技能認定証 取得



国際交流教育
International 
understanding 
education



インドネシア教育視察団来校



モンゴルから
教員が本校に視察



中国招聘プログラム



中国政府より招待

•本校から

北京、上海

貴陽へ視察



スペインの留学生から
折り紙ハウスを寄贈



今年度、ベラルーシより来校

• 国際ユース作文「地球市民としての役割」

内閣総理大臣賞受賞 Ｋｉｒｉｌｌ Ｍａｙａｎｓｋｉｙ 君



1月20日（火）
韓国招聘プログラム

ACCU ユネスコアジア文化センターによる

招聘プログラム

９：３０ 来校

3時間目 授業視察

4時間目 全体交流会

5時間目 韓国教員による授業

6時間目 お別れ会



国際協働プロジェクト

 ACCU主催「食」をテーマに、インドと交流



平和維持活動
Peace-keeping operations



防空壕保存工事完成記念行事

•平和維持活動



平和の歌



学校行事
School event



学校行事によるＥＳＤ

責任感（リーダーシップ）

協調性（コミュニケーション）

団結力（他者理解）



3年修学旅行（東北）



平成２５年度修学旅行
花巻市公民館にて



•運動会

•文化祭



学習成果発表会

上野文部科学大臣
政務官



文部科学大臣政務官の講評

六中は
地域と地域、世界と世界

とのつながりを育んでいる
どの地域の人よりもどの

中学校よりも、つながりの大
切さを学ぶことができている



文部科学大臣政務官の講評

地域や先生、生徒が一体とな
り、行動している学校はほかに
ない
世界のことが教えられる学校
として紹介し、発信していく



特別活動



部活動の活躍
•吹奏楽部

地域で活躍！
•自然科学部

最優秀賞





すべての教室に
新聞を
６紙各４部計24部が毎朝学校に！
世界のトピックス

教師が毎月選んだ記事を全校
で聞き取り、感想を書く

世界の情勢を知る
批判的思考力を育む
表現力をつける



進路指導

•大学入試の大きな変化

国立大学の推薦入試

ボランティア活動

コミュニケーション能力



進路指導

•都立高校の躍進
集団討論の選考
今年度春卒業生
日比谷高校へ３名
その他難関校





小中一貫教育



小中一貫教育 教員研修

国 語 算数数学 理 科
社会科 保健体育
外国語活動・英語
キャリア教育 道徳

生活指導 以上9分科会



成果と課題



研究の成果と課題
 生徒アンケートの結果から８０％以上の生徒が、肯定的な回答

 ・友人への思いやりと批判力

 ・未来を予測して、計画を立てる力

 ・危険を察知して、事件・事故を回避する力

 ・多様な価値観を認める

 ・他者理解したうえでのコミュニケーション力

 ・他の人と協力・協働する態度

 ・手段における自分の役割・責任感

 ・社会の情報に対する批判力

 ・自己反省し、改めようとする態度

 ・多様な価値観をもった人たちとのつながりを尊重する態度

 ・自然環境とのかかわりを大切にする態度

 ・ボランティアに積極的に参加する態度・伝統や文化を重んじ
る態度



自分の考えを伝えたり、他の人の考えを
よく聞いて、自分の考えに人の考えを取
り入れていくことは大切なことだと思う

3

年

2

年

1

年



地域でボランティアに参加し、地域
とつながりを持ちたいと思う

3

年

2

年

1

年



他の人と協力・協働して物事を
進めることができる



研究の成果と課題

授業改善

アクティブラーニングの
導入



研究の成果

３つの分科会
思考力分科会

コミュニケーション分科会

ＥＳＤで育てる態度分科会



課題設定



Ⅰ PROCESS(プロセス)



Ⅱ ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ
（相互交流）

ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ



Ⅲ RＥＦＬＥＣＴＩＯＮ
(省察)



課題

アクティブラーニングの導入
を図るため、年間の指導計画
を検討

話し合い学習や協働学習は、
思考が深まり、発展的な学習
には効果があるが、基本的事
項の定着との併用が必要



まだまだつづく
ご清聴ありがとうございました



復興教育からのESD
～新教育プログラムへの挑戦～

福島県立ふたば未来学園高等学校
企画・研究開発部

對馬俊晴

2015.11.1.Sun

平成27年度文部科学省「日本/ユネスコパートナーシップ事業」
ＥＳＤ・ユネスコスクール研修会 岡山2015



１ 安達高校
「復興教育」からのESD

２ ふたば未来学園高校
ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊｲｽｸｰﾙとESD

３ 「解のない事象」への挑戦としてのESD



自然科学部から学校全体へ
２０１２年４月～（震災2年目）

① 現状を分析し理解する。
放射性物質と放射線への正しい理解を図る。

② 将来像を描く。
持続可能な社会にするための学習をする。

③ 現状を改善する行動をする。
価値観や行動様式を変化させ，学んだことを

積極的に発信する。
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ユネスコスクール（ASPnet）





① 困難克服の努力によって，彼らの前に
今後も訪れる様々な困難に耐えられる
力を育む。

② 高校生の努力は，保護者や県民を勇
気づける。

③ FUKUSHIMAからのメッセージ性は
非常に高い。

Fukushimaから福島へ



２ ふたば未来学園高校
ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊｲｽｸｰﾙとESD

平成２７年４月８日

開校式・入学式

広野中学校校舎を借用

双葉群８町村立中学校連携型中高一貫校

全校生徒１５２名

（本校舎・猪苗代校舎・三島長稜校舎）

平成３１年４月

新校舎

併設型中高一貫校へ
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１ 地域の概略

広野町

川内村

いわき市

小野町

二本松市

相馬市

福島第二
原子力発電所

南相馬市

飯舘村

楢葉町

大熊
町

20k
m

双葉翔陽高校

浪江高校津島校

サテライト校

いわき明星大学（いわき市）

サテライト校

本宮高校（本宮市）

サテライト校

安達高校（二本松市）

サテライト校

福島北高校（福島市）

猪苗代高校（猪苗代町）
（国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ、
福祉・健康ｺｰｽ）

（国際スポーツコース）

富岡高校（富岡高校川内校）
(2011年３月閉校）

※サテライト校となっている５校については、平成27年度より募集休止（在籍生徒の卒業後休校）

浪江高校

(2013/4/1～)

葛尾村

浪江町

富岡町

(2013/3/22～)

(2013/3/25～)

(2013/5/28～)

双葉町
双葉高校

福島第一
原子力発電所

川俣町

ふたば未来学園高等学校
（平成27年度開校）

避難指示解除準備区域
居住制限区域
帰還困難区域

凡例

双葉郡内の高校の避難状況

双葉郡内の高校の生徒数の推移

1500

1129

575

402 337
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３ 構想の目的

• 東日本大震災、東京電力福島第一原発事故は、双葉郡のみならず福島県にとっても大惨事となった。現在でも
、１１万人以上の人々が避難を余儀なくされ、双葉郡の生活・産業基盤はその機能を失ったままの状態が継続し
ている。

• なぜ事故が起こったのか。なぜ避難し、家族と離れなければならなかったのか。なぜまだ故郷に戻れないのか。
いつになったら戻れるのか。どのように復興していけばよいか。このような疑問は、避難している生徒だけでなく
、福島県民の共通の疑問である。これらの疑問に答える、又は答える努力が求められる高等学校は、世界の中
でも福島県立ふたば未来学園高等学校をおいて他にはなく、積極的に真正面から原子力災害及びそこからの
復興というローカルでかつグローバルな課題の解決に取り組んでいくこととする。

【世界への福島の発信】

• 原子力災害からの復興を国内外にアピールすること
は、世界から福島に対する関心を高め、正しい知識を
深めるとともに、事故の風化を防ぎ、風評被害を払拭
する役割も担う。

【新たな産業の創造】

• 最終的には、例えば、ふたば未来学園高等学校の卒業生
から自らの力で再生エネルギー開発事業を起こし復興に
貢献していく人材を輩出する。中学生・在校生がその姿に
憧れ、自分でも事業を起こそうと挑戦する。このような憧れ
の連鎖によって、生徒が卒業後も活躍することで、双葉郡
が再生し、地元に対する新たな誇りが生まれるようにする
。

• 本研究開発では、原発事故に関する調査を通して、複雑な事象をグローバルな視点から多角的にかつ多面
的に捉える力を育てる。また、事故再発防止の対策及び災害からの復興を模索することを通して、思考力・判
断力・創造力を身に付けさせる。さらに、復興のための方針と実行するための手段を内外にアピールすること
で発信力、さらには行動力を育成し、最終的には地域の課題解決に留まらず、世界的な課題の解決を成し得
るグローバル・リーダーを輩出する。

○ 世界と協同する福島復興、
世界の先鋭化した課題を乗り越える持続可能な社会のモデルの構築

○ 世界的な課題の解決を成し得るグローバル・リーダーの育成

強い学習の動機を、
グローバル社会における生きる力へと伸ばしていく
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５ 研究開発の仮設

○ OECD東北スクールの成果をいかす
 双葉郡をはじめとした東北の中高生は、国際

的イベント企画、企業訪問での協力依頼、地
域での商品開発等を行った。

 生徒の復興への強い動機と、実社会での実践
が、大きな成長へとつながった。その成果分析
と実践ポイントが教育課程特別部会（第3回、
H27 3/1）で報告され指導要領改訂の参考とさ
れている。

成長要因の分析
1.他地域の生徒との交流（71%）
2.異学年の生徒との交流(56%)
3.地域の将来・未来に対する

議論・活動(54%)
4.企業・団体への訪問・プレゼン
5.LL（引率教員）との交流
6.EP（企業等の支援者）との交流
7.講師・有識者との交流
8.地域コミュニティとの交流
役割に対する責任
9.大人・子ども対等での議論

※ ルーブリック評価における生徒自
己分析での「成長要因」の上位回答
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６ 研究開発内容（２）

 国内研修から海外研修へと世界へ視野を広げるとともに、未来創造へ向けた実践を通して学んでいく
 OECD、JICA、福島大学、地域内外の企業、イノベーションコースト構想関連機関等との密な連携を行っていく。

◆再生可能エネルギー施設の見学
◆風評被害の払拭に取り組む農家での就業体験
◆総合学科研究発表会での発表
◆福島・国際研究産業都市（イノベーションコースト）構想との連携

◆防災教育･ふるさと創造学から地域を考える授業

◆各界の第一人者、地元企業及び地域の方々か

らの授業

◆生徒が主体のｱｸﾃｨﾌ゙･ﾗー ﾆﾝｸ゙を導入した授業

先進の学びで地域へ、地域から世界へ、未来へ 社会に貢献する人材の育成

ＳＧＨ
(ふたば未来学園の取

組)

魅力ある学校とするための先

進的な教育を実践するととも

に、ふるさとの復興を担い、

双葉郡の中学校との連携を確

立する。

地域再生

実社会での実践

基礎的学び 連携中学校から継続して学
ぶ『ふるさと創造学』の中で、ふるさとについ
ての学習し、国内へと視野を広げる。ＪＩＣＡ
グローバル・ユース・キャンプに参加する。

発展的学び 学校設定科目において、
専門的知識を高めるとともに、総合的
な学習の時間において課題研究を行
い、視野を地域から世界へと広げる。

応用的学び 自分の将来を考
え、地域の復興につながるテー
マについての研究を深めるとと
もに実践し、世界に発信していく。

原子力防災研究

再生可能エネルギー研究

ﾒﾃﾞｨｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究

アグリ・ビジネス研究

スポーツと健康研究

地方創生イノベーションス

クール（OECD東北スクール

後継事業）（1～２年次）

・海外の地域・学校との

研究交流、協同

タイ・ドイツ研修（１年次）

・海外進出企業 等

アメリカ研修（２年次）

・原子力災害関連施設

・再生可能エネルギー関

連施設 等

いわき明星大学でエネルギー、南相馬

ソーラー・アグリパークで社会起業を学ぶ。

福島大学へ行き、効果的な

トレーニング方法を学習する。

広島県・長崎県を訪問し、放射

線防御、災害からの街づくり、

人権について学習する。

いわき小名浜菜園にて、

インターンシップを行う。

○ 実社会での実践

○ 国内外での研究

成果発表や提言

（復興庁、環境省等）

国際的

素養の育成

５つの研究班

ふたば未来学園高等学校
運営管理事業

社
会
へ

未
来
へ

貢
献
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー



６ 研究開発内容（３）ふたばの教育復興応援団との連携イメージ

○ 平成27年度1年次「産業社会と人間」における「責任編集授業」の展開
 生徒が取り組む実践的な学習に応援団が参画し、生徒が視野を世界や未来へ広げる機会や、自らの夢を見つけていく機会としていく。
 生徒たちの学びにつなげていくために、単発の講演に留まらず、応援団と担当教員が連携して、複数日にわたるひとまとまりの授業を

実施。平成27年度は年間のべ100時間程度の授業を実施予定。

４月 ３月

開
校
式
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

小
泉
進
次
郎
氏

ほ
か

履
修
計
画
・科
目
選
択

ガ
イ
ダ
ン
ス

（
学
校
実
施
）

６月

平
田

オ
リ
ザ

氏

責
任
編
集
授
業

「ふ
る
さ
と
を
知
る
」

７月

テーマ
地域を知る

ス
キ
ル
学
習

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

山
崎

直
子

氏

９月

テーマ
地域から発信する

為末 大 氏
「スポーツの力」

箭内道彦 氏
「祭りの力」

平田オリザ 氏
「ドラマの力」

宮田亮平 氏
「アートの力」

１１月

ま
と
め

２
年
次
課
題
研
究
準
備

（学
校
実
施
）

発
表
会

4/8 4/15～7/14 8/26 10/7～11/3 3/16

双葉郡中学・
高校交流会

8/20

2015 2016

応援団
参加授業
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ルーブリックの設定

１ 知識

Knowledge "What we know"

２ 技能（スキル・コンピテンシー）

Skills "How we use what we know"

３ 人格（キャラクター・センス）

Character "How we engage in the world"

４ 自らを振り返り変えていく力（メタ認知）

Metacognition "How we reflect and learn"



14



① 内的動機づけによる学習意欲の喚起
（各教科の重要性，総合力）

② テストで評価しにくい力の育成
（生き抜く力 人を思いやる力・・・）

③ ふるさとを大切にする力
（高校生，学校が地域を変革する力に）

④ 解のない事象への挑戦
（総合的に判断し，最適解を導く力）
↑ 異文化，異年齢，チーム力

３ 解のない事象への挑戦としてのESD



具体的な目標

① 受験対策

小論文 面接 プレゼンテーション

② 力強く生き抜く力

愛する人を守っていく力

（家族・地域・日本・・・）

３ 解のない事象への挑戦としてのESD


